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TEL 0470-33-1002 

FAX 0470-20-4591110

大空を泳ぐ！こいのぼり
ちばデスティネーションキャンペーン 

平成19年2月1日～4月30日 

南房総みかんと里山 

おもしろかかし大集合 

人口の動き 
総人口 
45,427人 

世帯数 
16,898世帯 

男 
21,746人 

女 
23,681人 

（平成18年12月1日現在） 

出生 20人 死亡 49人 転入 72人 転出 77人 

 

夜空に浮かぶ幻想的な光 

道の駅「三芳村」鄙の里　イルミネーション（三芳地区）

http://visit.city.minamiboso.chiba.jp/mobile/

南房総の
旬な観光情報

南房総
いいとこどり
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
輝

か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

南
房
総
市
も
合
併
か
ら
10
カ
月
を
経

て
、
よ
う
や
く
一
つ
の
ま
ち
と
し
て
の
体

制
が
整
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

昨
年
は
、
ま
ず
市
民
の
生
の
声
を
お
聞

か
せ
願
い
た
い
と
、
市
内
16
カ
所
で
市
政

懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
約
１
５
０
０

人
の
皆
様
と
の
対
話
を
通
し
て
改
め
て
旧

町
村
ご
と
に
様
々
な
問
題
や
課
題
を
抱
え

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

本
年
は
、
合
併
協
議
の
中
で
、
市
民
の

手
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
新
市
建
設
計
画

の
基
本
理
念
で
あ
る

①
地
域
の
資
源
を
活
力
に
す
る
ま
ち
づ
く

り
（
地
域
力
の
発
揮
）

②
心
豊
か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
（
や
す
ら
ぎ
の
実
現
）

③
と
も
に
考
え
行
動
す
る
ま
ち
づ
く
り

（
協
働
と
参
画
）

を
念
頭
に
置
き
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
、

合
併
後
の
問
題
や
課
題
を
一
つ
一
つ
計
画

的
に
解
決
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、
４
月
に
は
全
国
ハ
ー
ブ
サ
ミ
ッ

ト
南
房
総
大
会
が
当
市
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
全
国
23
の
自
治
体
や
多
く
の
ハ
ー
ブ

愛
好
家
、
研
究
家
が
一
堂
に
会
し
、
ハ
ー

ブ
に
関
す
る
情
報
交
換
や
交
流
を
深
め
ま

す
。当

市
と
し
て
は
、
こ
の
ハ
ー
ブ
サ
ミ
ッ

ト
を
新
た
な
南
房
総
市
の
魅
力
発
掘
の
機

会
、
市
民
と
行
政
が
協
働
で
取
り
組
む
初

の
モ
デ
ル
事
業
と
位
置
づ
け
、
精
力
的
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
今
暮
ら
す
現
世
代
は
も
と
よ

り
、
子
供
、
孫
達
が
す
ば
ら
し
い
南
房
総

を
残
し
て
く
れ
た
、
す
ば
ら
し
い
南
房
総

を
創
造
し
て
く
れ
た
と
感
じ
る
こ
と
の
で

き
る
故
郷
を
市
民
の
皆
様
と
一
緒
に
つ
く

っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆
様
の
ま
す

ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
い
た

し
ま
し
て
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

ぜ
ひ
住
み
た
い
」
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
地

域
づ
く
り
に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
か
と

い
う
こ
と
が
、
私
た
ち
議
会
に
課
せ
ら
れ

た
大
き
な
使
命
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
市
民
の
皆
様
方
と
一
緒

に
険
し
い
道
の
り
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

明
日
に
向
か
っ
て
一
生
懸
命
歩
ん
で
い
く

覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

特
に
本
年
は
、
執
行
部
に
と
っ
て
も
、

我
々
市
議
会
に
と
っ
て
も
真
価
が
問
わ
れ

る
年
で
あ
り
、
よ
り
広
く
市
民
の
皆
様
に

議
会
の
活
動
を
伝
え
る
た
め
、
今
後
も
な

お
一
層
透
明
で
開
か
れ
た
議
会
運
営
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
そ
し
て
、
合
併
し
て
本
当
に
良
か
っ

た
と
思
え
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
努

力
を
惜
し
ま
ぬ
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
鞭
撻
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

年
の
は
じ
め
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆
様

が
ご
健
勝
に
て
、
充
実
し
た
一
年
と
な
り

ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し

て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
南
房
総
市
議
会
を
代
表
い
た

し
ま
し
て
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
承
知
の
と
お
り
、
南
房
総
市
が
ス

タ
ー
ト
し
、
早
い
も
の
で
、
３
月
に
は
、

一
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
私
た

ち
議
員
一
同
は
、
昨
年
の
市
議
会
議
員

選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
皆
様
の
厳
粛
な

審
判
を
仰
ぎ
、
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
厚
い
信
託
を
受
け
、
議

員
活
動
を
通
し
て
、
市
民
福
祉
の
向
上

と
市
政
発
展
の
た
め
、
誠
心
、
誠
意
努

力
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
時
代
は
、
中
央
集
権
か
ら
地

方
分
権
へ
、
開
発
一
辺
倒
か
ら
自
然
と

調
和
し
た
市
民
生
活
重
視
に
変
化
し
、

こ
れ
ま
で
の
画
一
的
な
整
備
か
ら
魅
力

あ
る
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
、
動
き
出

し
て
き
て
い
ま
す
。

今
の
、
こ
の
ま
ち
に
一
緒
に
生
活
し

て
い
る
皆
様
が
、「
こ
の
ま
ち
に
住
ん
で

良
か
っ
た
、
住
み
続
け
た
い
」
と
実
感

し
、
他
の
方
々
か
ら
は
、「
あ
の
ま
ち
に

「
市
民
と

協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
」

南
房
総
市
長

石
井
　
裕

南
房
総
市
議
会
議
長

渡
　
政
久

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

「
市
民
と

一
体
と
な
っ
た

地
域
づ
く
り
」
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財
政
状
況
・
補
正
予
算

平成18年度　上半期財政状況 平成18年度上半期（9月末現在）の財政状況について紹介します。

0
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一般会計歳入 
予算現額　193億6,256万8千円 
収入済額　104億7,973万1千円 
収 入 率　54.1%

収入済額 

市税 

23億6,624万1千円 

地方消費税交付金 地方交付税 国庫支出金 県支出金 繰越金 諸収入 市債 その他 

2億3,533万8千円 57億5,058万4千円 2億5,735万4千円 6,529万1千円 11億34万4千円 8,413万7千円 0円 6億2,044万2千円 

66.6％ 
57.4％ 

68.5％ 

22.6％ 
6.5％ 

192.1％ 

42.0％ 

0  ％ 

33.0%

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90
100 一般会計歳出 

予算現額　193億6,256万8千円 
執行済額　 79億5,633万3千円 
執 行 率　41.1%

■土地　  478万6,310㎡ 
■建物　  16万1,105㎡ 
■基金 
　  　34億1,112万4千円 
 
 

執行済額 

総務費 

15億8,909万円 

民生費 

10億9,275万4千円 

衛生費 

10億8,182万4千円 

農林水産業費 

1億7,287万3千円 

商工費 

3億830万8千円 

土木費 

6億2,034万8千円 

消防費 

6億7,285万8千円 

教育費 

10億278万5千円 

公債費 

13億1,489万8千円 

その他 

1億59万5千円 

45.1％ 
29.2％ 

44.1％ 

18.8％ 

57.5％ 51.4％ 
60.0％ 

36.3％ 
48.6％ 

25.9％ 

特別会計 市の財産現在高の状況 

国民健康保険特別会計 
老 人 保 健 特 別 会 計  
介 護 保 険 特 別 会 計  
滝田財産区特別会計 
北三原財産区特別会計 
南三原財産区特別会計 
公共用地取得事業特別会計 

合　　　計 

58億3,000万1千円 
61億462万5千円 

38億1,094万3千円 
36万円 
2千円 
9千円 
56万円 

157億4,650万円 

20億6,077万2千円 
23億8,280万2千円 
18億2,653万5千円 

37万1千円 
1千円 
8千円 
56万円 

62億7,104万9千円 

35.3 
39.0 
47.9 
103.1 
50.0 
88.9 
100.0 
39.8

40.7 
38.9 
38.6 
6.7 
0.0 
0.0 
0.0 
39.5

23億7,243万4千円 
23億7,252万9千円 
14億7,135万4千円 

2万4千円 
－ 
－ 
－ 

62億1,634万1千円 

会　計　名 予算現額 
A

収入済額 
B

執行済額 
C

収入率（%） 
B/A

執行率（%） 
C/A

（%） 

（%） 

収
　
　
入
　
　
率 

執
　
　
行
　
　
率 

平成18年度一般会計補正予算（12月補正）

平成18年度の一般会計補正予算が、12月に開かれた議会定例会で可決されました。一般会計予算は歳入と歳
出にそれぞれ１億5,885万１千円追加し、補正後の一般会計予算総額は195億2,141万9千円となりました。
今回の補正は、社会福祉、児童福祉などの制度改正に伴う補正のほか、道路新設改良事業、災害復旧事業などの
事業が予算化されました。

災害復旧事業　3,246万6千円
平成18年8月の台風7号により、被害のあった道路や

河川、林業施設の災害復旧を図ります。

（注１）まちづくり交付金事業とは
まちづくり交付金は、地域の歴史・文化・自然環境などの特性を生かした地域主導の個性あふれるまちづくりを実施し、全国の都

市の再生を効率的に推進することにより、地域住民の生活の質の向上と地域経済・社会の活性化を図るための制度です。

千倉駅前広場等道路新設改良事業　37,240千円
まちづくり交付金事業（注１）により、千倉駅前広場な

どを市道駅前線として整備するにあたり、道路用地として
土地を購入します。

12月補正予算で追加された主な事業
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決
　
　
　
算

平成17年度富浦町一般会計決算　平成17年4月1日～平成18年3月19日

平成17年度決算が12月定例会にて承認されました。

一般会計・特別会計……富浦町・富山町・三芳村・白浜町・千倉町・丸山町・和田町・朝夷衛生組合・南房
総市

水道事業会計……………富山町・白浜町・朝夷水道企業団・南房総市
国保病院事業会計………富山町・南房総市

平成18年3月20日、7町村が合併して南房総市が誕生したことに伴い、平成17年度の各町村の決算は、平成
18年3月19日限りの打ち切り決算となり、平成18年3月20日から31日までを新市の決算として紹介します。

歳出　35億1,296万円 歳入　34億9,313万6千円 

総務費総務費 
6億5,4205,420万6千円千円 

18.6%18.6%

総務費 
6億5,420万6千円 

18.6%

民生費民生費 
3億5,4255,425万8千円千円 

10.1%10.1%

民生費 
3億5,425万8千円 

10.1%

衛生費衛生費 
1010億1,5401,540万1千円千円 

28.9%28.9%

衛生費 
10億1,540万1千円 

28.9%

農林水産業費農林水産業費 
3億3,5993,599万5千円千円 

9.6%9.6%

農林水産業費 
3億3,599万5千円 

9.6%

商工費 
7,435万3千円 

2.1%

土木費土木費 
3億7,3957,395万円万円 
10.7%10.7%

土木費 
3億7,395万円 
10.7%

消防費 
1億5,224万4千円 

4.3%

教育費 
2億2,195万4千円 

6.3%

公債費 
2億4,424万4千円 

7.0%

その他 
2,514万6千円 

0.7%

議会費 
6,120万9千円 

1.7%
町税町税 

4億3,4113,411万4千円千円 
12.5%12.5%

町税 
4億3,411万4千円 

12.5%

地方譲与税 
4,082万2千円 
1.2%

地方消費税交付金 
4,207万4千円 

1.2%

地方交付税地方交付税 
1010億5,9345,934万2千円千円 

30.3%30.3%

地方交付税 
10億5,934万2千円 

30.3%

国庫支出金 
1億4,521万2千円 

4.2%

県支出金県支出金 
4億956956万4千円千円 

11.7%11.7%

県支出金 
4億956万4千円 

11.7%繰入金 
9,925万円 
2.8%

諸収入 
7,414万2千円 

2.1%

町債町債 
9億8,6508,650万円万円 
28.2%28.2%

町債 
9億8,650万円 
28.2%

その他 
2億211万6千円 

5.8%

総務費 
4億3,895万8千円 

15.2%

民生費 
4億2,113万2千円 

14.6%

町税 
4億7,843万5千円 

16.5%

地方交付税 
11億7,180万円 

40.3%衛生費 
3億9,697万2千円 

13.7%
農林水産業費 
2億8,060万円 

9.7%

土木費 
4億1,679万1千円 

14.4%

消防費 
1億3,638万4千円 

4.7%

教育費 
3億8,328万8千円 

13.3%

繰入金 
4億4,680万7千円 

15.4%

町債 
3億8,340万円 
13.2% 
 

平成17年度富山町一般会計決算　平成17年4月1日～平成18年3月19日

総務費 
6億5,420万6千円 

18.6%

民生費 
3億5,425万8千円 

10.1%

衛生費 
10億1,540万1千円 

28.9%

農林水産業費 
3億3,599万5千円 

9.6%

土木費 
3億7,395万円 
10.7%

町税 
4億3,411万4千円 

12.5%

地方交付税 
10億5,934万2千円 

30.3%

県支出金 
4億956万4千円 

11.7%

町債 
9億8,650万円 
28.2%

歳出　28億8,814万9千円 歳入　29億548万7千円 

総務費総務費 
4億3,8953,895万8千円千円 

15.2%15.2%

総務費 
4億3,895万8千円 

15.2%

民生費民生費 
4億2,1132,113万2千円千円 

14.6%14.6%

民生費 
4億2,113万2千円 

14.6%

公債費 
2億5,117万1千円 

8.7%

その他 
3,456万5千円 

1.2%
議会費 

6,853万8千円 
2.4%

町税町税 
4億7,8437,843万5千円千円 

16.5%16.5%

町税 
4億7,843万5千円 

16.5%

地方譲与税 
4,916万6千円 

1.7%

地方消費税交付金 
5,442万6千円 

1.9%

地方交付税地方交付税 
1111億7,1807,180万円万円 

40.3%40.3%

地方交付税 
11億7,180万円 

40.3%

国庫支出金 
2,391万2千円 

0.8%

その他 
1億8,677万5千円 

6.4%

衛生費衛生費 
3億9,6979,697万2千円千円 

13.7%13.7%

衛生費 
3億9,697万2千円 

13.7%
農林水産業費農林水産業費 
2億8,0608,060万円万円 

9.7%9.7%

農林水産業費 
2億8,060万円 

9.7%

商工費 
5,975万円 
2.1%

土木費土木費 
4億1,6791,679万1千円千円 

14.4%14.4%

土木費 
4億1,679万1千円 

14.4%

消防費消防費 
1億3,6383,638万4千円千円 

4.7%4.7%

消防費 
1億3,638万4千円 

4.7%

教育費教育費 
3億8,3288,328万8千円千円 

13.3%13.3%

教育費 
3億8,328万8千円 

13.3%

県支出金 
9,230万4千円 

3.2%

繰入金繰入金 
4億4,6804,680万7千円千円 

15.4%15.4%

繰入金 
4億4,680万7千円 

15.4%

諸収入 
1,846万2千円 

0.6%

町債町債 
3億8,3408,340万円万円 
13.2% 13.2% 
 

町債 
3億8,340万円 
13.2% 
 

主な事業
○町制50周年記念事業

961万6千円
○合併準備費

2億9,385万6千円
○保健福祉と交流の広場工事費

7億3,480万3千円
○県営ため池等整備事業

932万7千円
○大房岬公園管理費　

2,310万1千円
○枇杷倶楽部管理費 950万円
○道路の改良　 4,971万1千円
○漁港管理費　 1,995万2千円
○災害復旧事業 2,511万1千円
○八束小学校屋上防水工事

1,027万6千円

主な事業
○スポーツセンター駐車場保全事業

1,764万9千円
○町制施行50周年記念誌作成事業

373万4千円
○富山PA地域拠点整備事業

8,096万7千円
○地域振興施設「富楽里」の管理
運営委託業務 1,798万7千円
○地域振興施設「富楽里」各所改修

4,062万円
○町道の新設・改良　

2億7,830万3千円
○多目的運動場改修事業　　　　　

9,466万3千円

平成17年度三芳村一般会計決算　平成17年4月1日～平成18年3月19日

歳出　19億9,599万8千円 歳入　20億7,250万6千円 その他 
3,293万6千円 

1.7% 議会費 
6,003万6千円 

3.0% 
 

地方譲与税 
4,412万円 
2.1%

地方消費税交付金 
3,851万9千円 

1.9%

国庫支出金 
4,512万9千円 

2.2%

その他 
2億5,792万3千円 

12.4%

農林水産業費 
1億5,836万8千円 7.9%

県支出金 
6,730万5千円 

3.3% 
 

諸収入 
1,387万1千円 

0.7%

総務費総務費 
3億3,8593,859万2千円千円 

17.0%17.0%

総務費 
3億3,859万2千円 

17.0%

民生費民生費 
3億3,4203,420万4千円千円 

16.7%16.7%

民生費 
3億3,420万4千円 

16.7%

衛生費衛生費 
3億2,3852,385万2千円千円 

16.2%16.2%

衛生費 
3億2,385万2千円 

16.2%
商工費 

2,554万1千円 1.3%

土木費土木費 
1億4,0134,013万5千円千円 

7.0%7.0%

土木費 
1億4,013万5千円 

7.0%

消防費消防費 
1億3,4943,494万8千円千円 

6.8%6.8%

消防費 
1億3,494万8千円 

6.8%

教育費教育費 
2億3,7233,723万8千円千円 

11.9%11.9%

教育費 
2億3,723万8千円 

11.9%

公債費公債費 
2億1,0141,014万8千円千円 

10.5%10.5%

公債費 
2億1,014万8千円 

10.5% 村税村税 
3億3,9353,935万9千円千円 

16.4%16.4%

村税 
3億3,935万9千円 

16.4%

地方交付税地方交付税 
9億6,8446,844万円万円 
46.7%46.7%

地方交付税 
9億6,844万円 
46.7%

繰入金繰入金 
1億7,0447,044万円万円 

8.2%8.2%

繰入金 
1億7,044万円 

8.2%

村債 
1億2,740万円 

6.1%

地方交付税 
10億2,913万2千円 

48.2%

土木費 
1億4,013万5千円 

7.0%

公債費 
2億1,014万8千円 

10.5%

総務費 
4億4,886万2千円 

20.5%

民生費 
4億5,599万8千円 

20.8%

衛生費 
2億9,941万2千円 

13.6%

消防費 
1億6,067万5千円 

7.3%

教育費 
2億4,260万3千円 

11.0%

町税 
5億1,055万8千円 

23.9%

繰入金 
1億1,404万2千円 

5.3%

土木費 
3億465万円 
7.7%

公債費 
2億1,014万8千円 

10.5%

総務費 
7億5,020万5千円 

18.8%

民生費 
8億8,042万円 
22.1%

衛生費 
5億6,399万8千円 

14.2%

消防費 
2億6,455万2千円 

6.6%

教育費 
5億2,029万6千円 

13.1%

町税 
10億658万5千円 

24.3%

地方交付税 
14億9,819万1千円 

36.1%

繰入金 
4億1,524万9千円 

10.0%

公債費 
2億1,014万8千円 

10.5%
総務費 

4億7,245万円 
17.8%

民生費 
3億7,906万円 
14.3%

衛生費 
1億9,924万2千円 

7.5%

土木費 
4億980万5千円 

15.4% 
 

教育費 
4億37万9千円 
15.1%

町税 
4億6,148万3千円 

16.4%

地方交付税 
11億6,758万2千円 

41.5%

繰入金 
5億2,845万7千円 

18.8%

主な事業
○地域生活路線バス維持事業

1,278万9千円
○村社会福祉協議会補助金

1,348万3千円
○小型合併処理浄化槽設置事業

1,293万2千円
○鄙の里・乳製品加工施設維持　　

3,541万6千円
○林道の開設事業 1,361万2千円
○村道の新設・改良 2,186万9千円
○観光立県千葉モデル推進事業

1,985万6千円
○道整備交付金事業 5,137万6千円
○防火水槽等の整備 2,651万円
○小学校コンピュータ教室整備事業

2,163万5千円
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平成17年度白浜町一般会計決算　平成17年4月1日～平成18年3月19日

総務費 
3億3,859万2千円 

17.0%

民生費 
3億3,420万4千円 

16.7%

衛生費 
3億2,385万2千円 

16.2%

土木費 
1億4,013万5千円 

7.0%

消防費 
1億3,494万8千円 

6.8%

教育費 
2億3,723万8千円 

11.9%

公債費 
2億1,014万8千円 

10.5% 村税 
3億3,935万9千円 

16.4%

地方交付税 
9億6,844万円 
46.7%

繰入金 
1億7,044万円 

8.2%

歳出　21億9,344万1千円 歳入　21億3,689万9千円 その他 
381万2千円 
0.2% 議会費 

5,930万6千円 
2.7%

地方譲与税 
4,182万8千円 

2.0%
地方消費税交付金 
5,086万1千円 

2.4%地方交付税地方交付税 
1010億2,9132,913万2千円千円 

48.2%48.2%

地方交付税 
10億2,913万2千円 

48.2%

その他 
1億7,475万7千円 

8.2%

農林水産業費 
1億916万4千円 

5.0%

県支出金 
4,003万4千円 

1.9%

国庫支出金 
2,607万3千円 

1.2% 
 

諸収入 
751万4千円 
0.3%

土木費土木費 
1億4,0134,013万5千円千円 

7.0%7.0%

土木費 
9,435万円 
4.3%

公債費公債費 
2億1,0141,014万8千円千円 

10.5%10.5%

公債費 
2億6,068万9千円 

11.9% 
 

町債 
1億4,210万円 

6.6%

総務費総務費 
4億4,8864,886万2千円千円 

20.5%20.5%

総務費 
4億4,886万2千円 

20.5%

民生費民生費 
4億5,5995,599万8千円千円 

20.8%20.8%

民生費 
4億5,599万8千円 

20.8%

衛生費衛生費 
2億9,9419,941万2千円千円 

13.6%13.6%

衛生費 
2億9,941万2千円 

13.6%

商工費 
5,857万円　2.7%

消防費消防費 
1億6,0676,067万5千円千円 

7.3%7.3%

消防費 
1億6,067万5千円 

7.3%

教育費教育費 
2億4,2604,260万3千円千円 

11.0%11.0%

教育費 
2億4,260万3千円 

11.0%

町税町税 
5億1,0551,055万8千円千円 

23.9%23.9%

町税 
5億1,055万8千円 

23.9%

繰入金繰入金 
1億1,4041,404万2千円千円 

5.3%5.3%

繰入金 
1億1,404万2千円 

5.3%

土木費 
3億465万円 
7.7%

公債費 
2億1,014万8千円 

10.5%

総務費 
7億5,020万5千円 

18.8%

民生費 
8億8,042万円 
22.1%

衛生費 
5億6,399万8千円 

14.2%

消防費 
2億6,455万2千円 

6.6%

教育費 
5億2,029万6千円 

13.1%

町税 
10億658万5千円 

24.3%

地方交付税 
14億9,819万1千円 

36.1%

繰入金 
4億1,524万9千円 

10.0%

公債費 
2億1,014万8千円 

10.5%
総務費 

4億7,245万円 
17.8%

民生費 
3億7,906万円 
14.3%

衛生費 
1億9,924万2千円 

7.5%

土木費 
4億980万5千円 

15.4% 
 

教育費 
4億37万9千円 
15.1%

町税 
4億6,148万3千円 

16.4%

地方交付税 
11億6,758万2千円 

41.5%

繰入金 
5億2,845万7千円 

18.8%

主な事業
○高速バス発着所整備 840万円
○町社会福祉協議会補助金

1,344万9千円
○保育所運営費 6,088万9千円
○ごみ収集・処分委託等

1億2,717万7千円
○夏期観光安全対策事業

1,058万2千円
○野島崎公園等公園維持管理

1,018万1千円
○道路の新設・改良　

5,086万6千円
○コミュニティ消防センター新築

1,464万6千円

平成17年度千倉町一般会計決算　平成17年4月1日～平成18年3月19日

総務費 
3億3,859万2千円 

17.0%

民生費 
3億3,420万4千円 

16.7%

衛生費 
3億2,385万2千円 

16.2%

土木費 
1億4,013万5千円 

7.0%

消防費 
1億3,494万8千円 

6.8%

教育費 
2億3,723万8千円 

11.9%

公債費 
2億1,014万8千円 

10.5% 村税 
3億3,935万9千円 

16.4%

地方交付税 
9億6,844万円 
46.7%

繰入金 
1億7,044万円 

8.2%

地方交付税 
10億2,913万2千円 

48.2%

土木費 
1億4,013万5千円 

7.0%

公債費 
2億1,014万8千円 

10.5%

総務費 
4億4,886万2千円 

20.5%

民生費 
4億5,599万8千円 

20.8%

衛生費 
2億9,941万2千円 

13.6%

消防費 
1億6,067万5千円 

7.3%

教育費 
2億4,260万3千円 

11.0%

町税 
5億1,055万8千円 

23.9%

繰入金 
1億1,404万2千円 

5.3%

歳出　  　39億8,090万円 歳入　41億4,541万4千円 

議会費 
8,561万5千円 

2.2%

地方譲与税 
7,910万8千円 

1.9%
地方消費税交付金 
1億1,391万3千円 

2.7%

その他 
5億1,726万8千円 

12.5%

農林水産業費 
1億3,268万3千円 

3.3%

県支出金 
7,689万1千円 

1.9%

国庫支出金 
1億4,521万2千円 

3.5%

諸収入 
3,718万7千円 

0.9%

土木費土木費 
3億465465万円万円 
7.7%7.7%

土木費 
3億465万円 
7.7%

公債費公債費 
2億1,0141,014万8千円千円 

10.5%10.5%

公債費 
4億947万6千円 

10.3%
町債 

2億5,581万円 
6.2%

商工費 
6,900万5千円 1.7%

総務費総務費 
7億5,0205,020万5千円千円 

18.8%18.8%

総務費 
7億5,020万5千円 

18.8%

民生費民生費 
8億8,0428,042万円万円 
22.1%22.1%

民生費 
8億8,042万円 
22.1%

衛生費衛生費 
5億6,3996,399万8千円千円 

14.2%14.2%

衛生費 
5億6,399万8千円 

14.2%

消防費消防費 
2億6,4556,455万2千円千円 

6.6%6.6%

消防費 
2億6,455万2千円 

6.6%

教育費教育費 
5億2,0292,029万6千円千円 

13.1%13.1%

教育費 
5億2,029万6千円 

13.1%

町税町税 
1010億658658万5千円千円 

24.3%24.3%

町税 
10億658万5千円 

24.3%

地方交付税地方交付税 
1414億9,8199,819万1千円千円 

36.1%36.1%

地方交付税 
14億9,819万1千円 

36.1%

繰入金繰入金 
4億1,5241,524万9千円千円 

10.0%10.0%

繰入金 
4億1,524万9千円 

10.0%

公債費 
2億1,014万8千円 

10.5%
総務費 

4億7,245万円 
17.8%

民生費 
3億7,906万円 
14.3%

衛生費 
1億9,924万2千円 

7.5%

土木費 
4億980万5千円 

15.4% 
 

教育費 
4億37万9千円 
15.1%

町税 
4億6,148万3千円 

16.4%

地方交付税 
11億6,758万2千円 

41.5%

繰入金 
5億2,845万7千円 

18.8%

主な事業
○地籍調査事業　 2,500万円
○夏期海水浴場安全対策事業

1,026万8千円
○総合検診及び各種検診等保健事業

3,440万8千円
○合併処理浄化槽設置整備事業

2,669万4千円
○大川漁港整備事業 3,000万円
○町道の改良工事

2億2,709万3千円
○排水整備工事 1,295万2千円
○防火水槽新設及び消火栓改修工事

926万2千円
○健田小学校改築工事設計業務委託

3,008万3千円

平成17年度丸山町一般会計決算　平成17年4月1日～平成18年3月19日

総務費 
3億3,859万2千円 

17.0%

民生費 
3億3,420万4千円 

16.7%

衛生費 
3億2,385万2千円 

16.2%

土木費 
1億4,013万5千円 

7.0%

消防費 
1億3,494万8千円 

6.8%

教育費 
2億3,723万8千円 

11.9%

公債費 
2億1,014万8千円 

10.5% 村税 
3億3,935万9千円 

16.4%

地方交付税 
9億6,844万円 
46.7%

繰入金 
1億7,044万円 

8.2%

地方交付税 
10億2,913万2千円 

48.2%

土木費 
1億4,013万5千円 

7.0%

公債費 
2億1,014万8千円 

10.5%

総務費 
4億4,886万2千円 

20.5%

民生費 
4億5,599万8千円 

20.8%

衛生費 
2億9,941万2千円 

13.6%

消防費 
1億6,067万5千円 

7.3%

教育費 
2億4,260万3千円 

11.0%

町税 
5億1,055万8千円 

23.9%

繰入金 
1億1,404万2千円 

5.3%

土木費 
3億465万円 
7.7%

公債費 
2億1,014万8千円 

10.5%

総務費 
7億5,020万5千円 

18.8%

民生費 
8億8,042万円 
22.1%

衛生費 
5億6,399万8千円 

14.2%

消防費 
2億6,455万2千円 

6.6%

教育費 
5億2,029万6千円 

13.1%

町税 
10億658万5千円 

24.3%

地方交付税 
14億9,819万1千円 

36.1%

繰入金 
4億1,524万9千円 

10.0%

歳出　26億5,609万4千円 歳入　28億1,421万2千円 

議会費 
6,919万円 
2.6%

地方消費税交付金 
4,340万7千円 

1.5%

その他 
2億5,871万6千円 

9.2%

商工費 
5,262万6千円　2.0%

県支出金 
7,622万1千円 

2.7%

諸収入 
3,428万7千円 

1.2%

公債費公債費 
2億1,0141,014万8千円千円 

10.5%10.5%

公債費 
3億2,535万8千円 

12.2%

町債 
1億4,510万円 

5.1%

総務費総務費 
4億7,2457,245万円万円 
17.8%17.8%

総務費 
4億7,245万円 
17.8%

民生費民生費 
3億7,9067,906万円万円 
14.3%14.3%

民生費 
3億7,906万円 
14.3%

衛生費衛生費 
1億9,9249,924万2千円千円 

7.5%7.5%

衛生費 
1億9,924万2千円 

7.5%

農林水産業費 
1億4,677万1千円  5.5%

土木費土木費 
4億980980万5千円千円 

15.4% 15.4% 
 

土木費 
4億980万5千円 

15.4% 
 

消防費 
1億3,850万円 

5.2%

教育費教育費 
4億3737万9千円千円 
15.1%15.1%

教育費 
4億37万9千円 
15.1%

その他 
6,271万3千円 

2.4%

町税町税 
4億6,1486,148万3千円千円 

16.4%16.4%

町税 
4億6,148万3千円 

16.4%

地方譲与税 
5,222万円 
1.9%

地方交付税地方交付税 
1111億6,7586,758万2千円千円 

41.5%41.5%

地方交付税 
11億6,758万2千円 

41.5%

国庫支出金 
4,673万9千円 

1.7%

繰入金繰入金 
5億2,8452,845万7千円千円 

18.8%18.8%

繰入金 
5億2,845万7千円 

18.8%

主な事業
○庁舎等駐車場舗装修繕工事

1,767万7千円
○合併処理浄化槽設置整備事業補助金

935万2千円
○シェイクスピア･カントリー･パーク
施設整備事業 1,264万9千円

○町道の維持事業 8,302万2千円
○町道の新設・改良

1億9,388万2千円
○地籍測量委託 2,283万8千円
○消防団運営事業 2,146万6千円
○防火水槽等消防施設整備

1,009万9千円
○丸小学校新館外壁改修工事等

2,251万3千円
○災害復旧事業 6,192万円

平成17年度和田町一般会計決算　平成17年4月1日～平成18年3月19日

歳出　27億1,614万4千円 歳入　28億5,640万7千円 その他 
661万1千円 
0.2% 議会費 

6,135万3千円 
2.3%

地方譲与税 
3,968万4千円 

1.4%
地方消費税交付金 
4,989万1千円 

1.7%

県支出金 
5,161万円 
1.8%

その他 
2億1,865万4千円 

7.6%

諸収入 
1,334万6千円 

0.5%

農林水産業費 
1億4,684万8千円 

5.4%

公債費公債費 
2億1,0141,014万8千円千円 

10.5%10.5%

公債費 
2億7,009万6千円 

9.9%

町債 
1億6,480万円 

5.8%

総務費総務費 
8億7,6967,696万1千円千円 

32.3%32.3%

総務費 
8億7,696万1千円 

32.3%

民生費民生費 
4億5,2765,276万3千円千円 

16.7%16.7%

民生費 
4億5,276万3千円 

16.7%
衛生費衛生費 

2億8,4578,457万8千円千円 
10.5%10.5%

衛生費 
2億8,457万8千円 

10.5%

商工費 
2,513万4千円 

0.9%

土木費 
1億5,376万4千円 

5.7%

消防費 
1億2,784万4千円 

4.7%

教育費教育費 
3億1,0191,019万2千円千円 

11.4%11.4%

教育費 
3億1,019万2千円 

11.4%

町税町税 
4億9,9699,969万8千円千円 

17.5%17.5%

町税 
4億9,969万8千円 

17.5%

地方交付税地方交付税 
1111億2,1872,187万円万円 

39.3%39.3%

地方交付税 
11億2,187万円 

39.3%

国庫支出金 
1,472万3千円  0.5%

繰入金繰入金 
6億8,2138,213万1千円千円 

23.9%23.9%

繰入金 
6億8,213万1千円 

23.9%

衛生費 
2億1,232万8千円 

56.2%

分担金及び負担金 
1億9,160万円 
51.5%

繰越金 
3,491万4千円 

9.4%

総務費 
8億7,228万2千円 

38.9%

農林水産業費 
2億6,058万8千円 
11.6%

土木費 
2億8,633万9千円 

12.8%

県支出金 
6億2,265万3千円 

18.7%

市債 
13億9,330万円 

41.7%

主な事業
○役場車庫改築工事 1,530万円
○庁舎前駐車場整備工事

459万1千円
○地域福祉センター維持管理事業

1,357万7千円
○外出支援バス運行委託事業

770万8千円
○林道の改良 3,947万5千円
○町道の新設・改良 1億894万円
○和田小学校校舎体育館改修工事

2,338万4千円
○和田中学校体育館設計業務委託

1,575万円
○和田中学校体育館及び付替町
道用地取得 1,730万9千円



決
　
　
　
算
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平成17年度朝夷衛生組合決算　平成17年4月1日～平成18年3月19日

公債費 
2億1,014万8千円 

10.5%

歳出　3億7,792万3千円 
議会費 

55万1千円 
0.1%

総務費 
8億7,696万1千円 

32.3%

民生費 
4億5,276万3千円 

16.7%
衛生費 

2億8,457万8千円 
10.5%

教育費 
3億1,019万2千円 

11.4%

町税 
4億9,969万8千円 

17.5%

地方交付税 
11億2,187万円 

39.3%

繰入金 
6億8,213万1千円 

23.9%

総務費 
4,792万5千円 
12.7%

衛生費衛生費 
2億1,2321,232万8千円千円 

56.2%56.2%

衛生費 
2億1,232万8千円 

56.2%

公債費 
1億1,711万9千円 

31.0%

分担金及び負担金 
1億9,160万円 
51.5%

繰越金 
3,491万4千円 

9.4%

総務費 
8億7,228万2千円 

38.9%

農林水産業費 
2億6,058万8千円 
11.6%

土木費 
2億8,633万9千円 

12.8%

県支出金 
6億2,265万3千円 

18.7%

市債 
13億9,330万円 

41.7%

公債費 
2億1,014万8千円 

10.5%

歳入　3億7,186万4千円 
諸収入 

13万8千円 
0%

総務費 
8億7,696万1千円 

32.3%

民生費 
4億5,276万3千円 

16.7%
衛生費 

2億8,457万8千円 
10.5%

教育費 
3億1,019万2千円 

11.4%

町税 
4億9,969万8千円 

17.5%

地方交付税 
11億2,187万円 

39.3%

繰入金 
6億8,213万1千円 

23.9%

衛生費 
2億1,232万8千円 

56.2%

分担金及び負担金分担金及び負担金 
1億9,1609,160万円万円 
51.5%51.5%

分担金及び負担金 
1億9,160万円 
51.5%

使用料及び手数料 
1億4,520万2千円 

39.1%

財産収入 
1万円 
0%

繰越金繰越金 
3,4913,491万4千円千円 

9.4%9.4%

繰越金 
3,491万4千円 

9.4%

総務費 
8億7,228万2千円 

38.9%

農林水産業費 
2億6,058万8千円 
11.6%

土木費 
2億8,633万9千円 

12.8%

県支出金 
6億2,265万3千円 

18.7%

市債 
13億9,330万円 

41.7%

平成17年度南房総市一般会計決算　平成18年3月20日～平成18年3月31日

公債費 
2億1,014万8千円 

10.5%

総務費 
8億7,696万1千円 

32.3%

民生費 
4億5,276万3千円 

16.7%
衛生費 

2億8,457万8千円 
10.5%

教育費 
3億1,019万2千円 

11.4%

町税 
4億9,969万8千円 

17.5%

地方交付税 
11億2,187万円 

39.3%

繰入金 
6億8,213万1千円 

23.9%

衛生費 
2億1,232万8千円 

56.2%

分担金及び負担金 
1億9,160万円 
51.5%

繰越金 
3,491万4千円 

9.4%

歳出　22億3,897万4千円 歳入　33億3,931万8千円 

議会費 
2万7千円 
0%

国庫支出金 
3億1,090万円 

9.3%

その他 
1億6,971万9千円 

5.1%
その他 

4,466万円 
2.0%

消防費 
3,865万1千円 

1.7%

教育費 
4,616万6千円 

2.1%

総務費総務費 
8億7,2287,228万2千円千円 

38.9%38.9%

総務費 
8億7,228万2千円 

38.9%

民生費 
9,776万8千円 

4.4%
衛生費 

3,501万8千円  1.6%

農林水産業費農林水産業費 
2億6,058万8千円 
11.6%11.6%

農林水産業費 
2億6,058万8千円 
11.6%

商工費 
3,312万4千円  1.5%

土木費土木費 
2億8,6338,633万9千円千円 

12.8%12.8%

土木費 
2億8,633万9千円 

12.8%

公債費 
5億2,435万1千円 

23.4%

市税 
1億7,330万3千円  5.2%

地方譲与税 
8,086万6千円 

2.4%

県支出金県支出金 
6億2,2652,265万3千円千円 

18.7%18.7%

県支出金 
6億2,265万3千円 

18.7%

諸収入 
5億8,857万7千円 

17.6%

市債市債 
1313億9,3309,330万円万円 

41.7%41.7%

市債 
13億9,330万円 

41.7%

主な事業
○庁舎改修･移転コンサルティング
業務委託 1,417万5千円
○町民の森用地取得 9,000万円
○千倉駅構内町施設新設に伴う
仮移転施行工事負担金

4,233万9千円
○合併に伴う電算情報システム統合
構築業務 5億1,397万5千円
○経営構造対策事業補助金

5,898万2千円
○中山間地域総合整備事業

3,534万円
○ため池等整備事業

3,613万3千円
○林道開設事業3,915万3千円
○市道の新設・改良

2億4,877万2千円

歳　入　 歳　出　 

国民健康保険特別会計  

老 人 保 健 特 別 会 計  

介 護 保 険 特 別 会 計  

滝 田 財 産 区 特 別 会 計  

北三原財産区特別会計  

南三原財産区特別会計  

公共用地取得事業特別会計 

4,942,432 
5,744,715 
3,578,599 

0 
1 
9 

563

平成17年4月1日～平成18年3
月19日まで【旧町村決算総額】 

平成18年3月20日～平成18年
3月31日まで【南房総市決算額】 

4,757,685 
5,570,295 
3,297,927 

0 
0 
0 

282

985,930 
499,908 
562,474 

245 
1 
9 

281

375,676 
445,198 
272,873 

0 
0 
0 

280

平成17年4月1日～平成18年3
月19日まで【旧町村決算総額】 

平成18年3月20日～平成18年
3月31日まで【南房総市決算額】 

特 　 別 　 会 　 計  

企 　 業 　 会 　 計  

（単位:千円） 

国民健康保険特別会計  

老 人 保 健 特 別 会 計  

介 護 保 険 特 別 会 計  

滝 田 財 産 区 特 別 会 計  

北三原財産区特別会計  

南三原財産区特別会計  

公共用地取得事業特別会計 

（単位:千円） 

1,515,757 

1,346,660 

172,223 

551,959 

 平成17年4月1日～ 
平成18年3月19日まで 
【旧町･企業団決算総額】 

 平成18年3月20日～ 
平成18年3月31日まで 
【南房総市決算額】 

99 

14,017 

158 

0

 水道事業会計 （単位:千円） 

収益的収入 
及 び 支 出  

収　　入 

支　　出 

収　　入 

支　　出 

資本的収入
及 び 支 出  

454,301 

491,720 

26,515 

61,545

 平成17年4月1日～ 
平成18年3月19日まで 
【旧町決算額】 

 平成18年3月20日～ 
平成18年3月31日まで 
【南房総市決算額】 

 38,634 

17,645 

29,800 

6,681

国保病院事業会計 （単位:千円） 

収益的収入 
及 び 支 出  

収　　入 

支　　出 

収　　入 

支　　出 

資本的収入
及 び 支 出  

会　計　名 会　計　名 

項　　　目 項　　　目 

問い合わせ　財政課　TEL 33－1022



（
富
浦
・
富
山
・
三
芳
／
白
浜
・
千
倉
／

丸
山
・
和
田
）
で
の
交
通
体
系
を
目
指

し
、
拠
点
を
設
け
バ
ス
相
互
の
連
結
を

考
え
て
い
ま
す
。
館
山
市
を
含
め
て
検

討
し
て
い
ま
す
が
、
路
線
バ
ス
や
タ
ク

シ
ー
会
社
と
の
協
議
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

要
望

本
庁
舎
に
総
合
受
付
を
設
置
し
て
欲

し
い
。
ど
こ
へ
行
っ
た
ら
よ
い
か
分
か

ら
な
い
と
い
う
声
が
か
な
り
あ
り
ま
す
。

回
答

総
合
受
付
を
設
置
し
ま
す
。

要
望

本
庁
に
代
表
の
電
話
番
号
を
設
け
て

欲
し
い
。

回
答

合
併
協
議
会
で
人
件
費
削
減
の
観
点

か
ら
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
に
決
定
し
た
経
緯

が
あ
り
ま
す
。
現
況
を
把
握
し
、
よ
り

良
い
方
向
に
改
善
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

質
問

市
民
へ
の
配
布
物
を
民
間
会
社
へ
請

け
負
わ
せ
て
い
ま
す
が
、
い
く
ら
か
か

っ
て
い
る
の
で
す
か
。
財
政
厳
し
い
な

か
、
支
所
を
使
っ
た
ら
良
い
と
思
い
ま

す
。

回
答

配
布
物
は
１
組
あ
た
り
57
円
で
、
配

布
先
の
組
数
は
７
８
４
組
あ
り
ま
す
。

月
２
回
の
発
送
で
年
間
経
費
は
１
０
７

万
円
程
で
す
。
合
併
協
議
の
な
か
で
旧

町
村
間
の
配
布
方
法
に
違
い
が
あ
り
、

現
在
の
方
法
に
至
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
改
善
の
余
地
も
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
の
で
、
行
政
連
絡
協
議
会
に
は

か
り
よ
り
良
い
方
策
を
検
討
し
ま
す
。

要
望

市
内
の
住
所
表
示
が
統
一
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
外
れ
て
い
る
旧
町
名
を

復
活
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で

す
か
。

回
答

合
併
協
議
会
で
は
、
住
所
表
示
を

統
一
す
る
方
向
で
協
議
し
ま
し
た
が
、

調
整
が
つ
か
ず
旧
町
村
の
選
択
に
任

せ
ま
し
た
。
検
討
を
重
ね
た
結
果
で

す
の
で
今
す
ぐ
変
更
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
旧
町
村
地
区
単
位
の
総
意
で
あ

れ
ば
変
更
も
可
能
で
す
。

質
問

職
員
数
、
人
件
費
の
削
減
は
ど
の

よ
う
に
行
う
の
で
す
か
。

回
答

行
政
改
革
推
進
委
員
会
、
行
政
改

革
推
進
本
部
（
庁
舎
内
）
で
職
員
の

削
減
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

職
員
の
新
規
採
用
は
退
職
者
の
５
分

の
１
程
度
を
考
え
て
い
ま
す
。

質
問

２
６
０
億
円
の
借
金
は
ど
の
よ
う

に
返
済
す
る
の
で
す
か
。

回
答

借
金
す
べ
て
が
悪
い
訳
で
は
な
い

と
理
解
し
て
い
ま
す
が
、
で
き
る
だ

け
し
な
い
よ
う
に
、
ま
た
単
年
度
の

借
金
の
額
よ
り
返
済
す
る
額
を
多
く

し
て
い
き
ま
す
。
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10月１日から11月28日にわたり、市内１6地域で延べ1,527人の参加を

得て「市政懇談会」を開催しました。石井市長をはじめとする市幹部が市

民の皆さんと意見交換を行いました。

懇談会の冒頭、市長から南房総市を取り巻く厳しい行財政状況や市民と

行政の協働によるまちづくりの方針などについてのあいさつがありました。

いただきましたご意見などにつきましては、十分精査して総合計画をは

じめとするこれからの市政運営に反映していきたいと考えています。

ここに代表的なご意見・ご質問・ご要望を掲載します。市政懇談会の様子（富浦地区）

市 政 懇 談 会 報 告

【
企
画
部
関
連
】

【
総
務
部
関
連
】

質
問

人
口
の
減
少
・
少
子
高
齢
化
が
進
む

中
、
若
い
人
の
雇
用
の
場
の
確
保
、
活

性
化
の
た
め
に
は
企
業
誘
致
が
必
要
と

考
え
ま
す
。
市
と
し
て
の
施
策
を
お
聞

き
し
ま
す
。

回
答

本
市
の
最
大
の
課
題
で
あ
り
、
企
業

誘
致
は
今
後
と
も
積
極
的
に
行
っ
て
い

き
ま
す
が
、
民
間
の
知
恵
や
人
脈
も
必

要
だ
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
市
に
は
年

間
６
０
０
万
人
の
観
光
客（
交
流
人
口
）

が
訪
れ
て
お
り
、
そ
の
拡
大
を
図
る
こ

と
に
よ
り
、
観
光
振
興
を
地
域
振
興
に

つ
な
げ
地
域
の
活
力
を
生
み
だ
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

要
望

携
帯
電
話
が
通
じ
な
い
の
で
、
エ
リ

ア
拡
大
を
市
か
ら
関
係
各
所
に
要
望
し

て
欲
し
い
。

回
答

市
内
に
は
携
帯
電
話
の
不
感
地
域
が

多
数
あ
り
、
現
在
、
市
役
所
の
職
員
を

介
し
て
状
況
を
調
査
し
て
い
ま
す
。
そ

の
結
果
に
よ
り
関
係
各
所
に
要
望
し
て

い
き
ま
す
。

要
望

交
通
弱
者
に
対
し
て
、
市
内
循
環
バ

ス
の
運
行
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

館
山
市
も
含
め
て
の
交
通
体
系
の
検
討

を
要
望
し
ま
す
。

回
答

市
内
循
環
バ
ス
は
３
地
区
エ
リ
ア



験
）
へ
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
が
変
化
し

て
い
ま
す
。

花
、
新
鮮
な

魚
な
ど
を
メ

イ
ン
と
し
た

体
験
農
業
・

体
験
漁
業
な

ど
、
観
光
資

源
を
活
用
し

た
地
域
観
光

を
目
指
し
ま

す
。
観
光
客

に
対
し
て
市

全
体
で
の
お

も
て
な
し
の

心
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。

質
問

有
害
鳥
獣
、
特
に
イ
ノ
シ
シ
の
被

害
が
増
大
し
て
い
ま
す
。
市
の
対
策

を
お
聞
き
し
ま
す
。

回
答

昨
年
度
捕
獲
数
は
実
績
で
１
６
０

頭
、
今
年
度
は
10
月
現
在
で
２
２
９

頭
で
す
。
今
年
度
中
に
は
４
０
０
頭

位
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
即
効
性

の
あ
る
対
策
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
電

気
柵
・
物
理
柵
設
置
に
対
す
る
補
助

な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

質
問

中
山
間
地
域
直
接
支
払
事
業
は
条

件
が
厳
し
い
の
で
、
そ
の
条
件
に
合

わ
な
く
て
も
支
払
わ
れ
る
ほ
か
の
交

付
金
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

回
答

中
山
間
地
域
直
接
支
払
事
業
の
採

択
条
件
は
農
業
振
興
地
域
の
農
用
地

区
域
で
あ
る
こ
と
、
５
年
間
農
地
を

荒
ら
さ
な
い
で
管
理
を
す
る
こ
と
で
す
。

19
年
度
か
ら
は
農
地
・
水
・
農
村
環

境
保
全
向
上
活
動
支
援
事
業
が
創
設

さ
れ
ま
す
の
で
、
地
域
の
実
情
に
あ

っ
た
事
業
が
選
択
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

質
問

観
光
振
興
策
を
お
聞
き
し
ま
す
。

回
答

素
材
観
光
（
観
光
施
設
の
見
学
）

か
ら
地
域
観
光
（
地
域
の
魅
力
や
体
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【
建
設
部
関
連
】

【
保
健
福
祉
部
関
連
】

【
生
活
環
境
部
関
連
】

【
農
林
水
産
部
関
連
】

【
商
工
観
光
部
関
連
】

要
望

私
の
住
む
地
域
で
は
乳
幼
児
健
診

や
予
防
注
射
は
離
れ
た
地
域
に
行
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
従
来
ど
お

り
に
戻
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
。

回
答

19
年
度
に
つ
い
て
は
、
な
る
べ
く

近
い
地
域
で
出
来
る
よ
う
計
画
を
立

て
て
い
ま
す
。

質
問

病
児
保
育
の
準
備
を
し
て
い
る
と

聞
き
ま
し
た
が
実
施
す
る
の
で
す
か
。

回
答

現
在
、
鋸
南
町
の
勝
山
病
院
と
協

議
し
て
お
り
、
19
年
度
か
ら
実
施
す

る
予
定
で
す
。

質
問

学
童
保
育
が
未
実
施
の
地
区
で
す

が
、
市
内
の
ほ
か
の
地
区
を
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

回
答

学
童
保
育
の
無
い
地
区
も
実
施
す

る
よ
う
、
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
な

ど
を
現
在
検
討
し
て
い
ま
す
。

要
望

新
市
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

は
内
房
と
外
房
に
１
カ
所
ず
つ
で
す

が
、
旧
町
村
単
位
に
あ
っ
た
方
が
良

い
と
思
い
ま
す
。

回
答

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
２
カ

所
で
す
が
、
従
来
の
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
は
そ
の
ま
ま
で
す
。
相
談

は
引
き
続
き
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

要
望

個
人
情
報
保
護
法
の
関
係
で
独
居
老

人
や
出
生
な
ど
の
情
報
が
民
生
委
員
に

提
供
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。
必
要
な
役

職
に
は
提
供
し
て
も
ら
え
な
い
で
し
ょ

う
か
。

回
答

個
人
情
報
保
護
の
関
係
で
難
し
い
状

況
で
す
。
高
齢
者
世
帯
な
ど
の
把
握
は

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
と
相
談
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
活

動
に
支
障
が
で
な
い
よ
う
に
、
良
い
方

法
が
あ
る
か
検
討
し
ま
す
。

要
望

火
災
発
生
時
の
防
災
行
政
無
線
で
の

放
送
は
全
市
で
は
な
く
、
該
当
地
区
だ

け
に
流
せ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

回
答

消
防
団
員
は
全
市
で
約
千
人
い
ま
す

が
全
て
の
団
員
が
す
ぐ
活
動
で
き
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
。
隣
接
支
団
の
応
援
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
、
全
域
で
の
応
援

体
制
を
組
む
た
め
に
消
防
団
と
調
整
し

て
全
市
に
流
し
て
い
ま
す
。

要
望

ゴ
ミ
袋
は
20
褄
と
45
褄
し
か
あ
り
ま

せ
ん
が
、
そ
の
間
の
大
き
さ
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

回
答

要
望
が
多
い
の
で
ゴ
ミ
袋
の
種
類
を

増
や
す
方
向
で
考
え
て
い
ま
す
。

お花畑(千倉地区)

質
問

台
風
時
期
に
な
る
と
高
波
に
よ
り
流

木
・
ゴ
ミ
な
ど
が
海
岸
に
打
ち
寄
せ
ら

れ
ま
す
。
今
年
は
10
月
の
大
雨
で
こ
の

ゴ
ミ
が
道
路
の
横
断
溝
に
詰
ま
っ
て
、

浸
水
と
い
う
災
害
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
堤
防
の
か
さ
上
げ
を
要
望
し
ま

す
。
ま
た
流
木
が
入
ら
な
い
よ
う
柵
か
、

ふ
た
を
つ
け
て
下
さ
い
。
異
臭
も
す
る

の
で
あ
わ
せ
て
考
え
て
下
さ
い
。

回
答

現
在
、
南
千
倉
海
岸
は
高
潮
対
策

事
業
で
、
堤
防
の
か
さ
上
げ
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
排
水
路
の
整
備
も
含

ー
で
実
施
し
ま
す
。



め
て
今
後
ど
の
よ
う
に
改
修
し
た
ら

よ
い
か
前
向
き
に
考
え
ま
す
。

質
問

市
道
の
草
刈
等
美
化
作
業
を
地
区

や
老
人
会
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
合

併
後
の
対
処
方
法
を
お
聞
き
し
ま
す
。

回
答

市
道
は
総
延
長
で
７
２
６
袰
あ
り

ま
す
。
仮
に
草
刈
な
ど
を
民
間
委
託

し
ま
す
と
年
２
回
の
作
業
で
７
千
万

円
程
か
か
り
ま
す
。
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
と
い
う
こ
と
で
市
と
皆
さ
ん
と
で
一

緒
に
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

質
問

小
中
学
校
の
い
じ
め
問
題
、
自
殺

問
題
に
つ
い
て
現
状
と
対
策
を
お
聞

き
し
ま
す
。

回
答

現
状
で
は
、
い
じ
め
の
報
告
は
あ

り
ま
せ
ん
。
全
小
中
学
校
に
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
を
配
置
し
、
朝
の
会
や
登
校

時
な
ど
に
生
徒
を
観
察
し
異
常
が
あ

る
時
は
、
す
ば
や
く
対
応
す
る
よ
う

に
学
校
に
指
導
し
て
い
ま
す
。
ま
た

食
育
を
通
し
て
、
家
庭
で
の
生
活
を

正
し
て
い
く
取
り
組
み
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
即
効
性
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
地
道
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

質
問

北
三
原
小
学
校
と
南
三
原
小
学
校

の
統
合
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

校
舎
は
新
築
す
る
の
で
す
か
、
ま
た
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八　束 

富　浦 

平　群 

岩　井 

 

長　尾 

白　浜 

七　浦 

忽　戸 

朝　夷 

健　田 

千歳・豊田 

丸 

和　田 

南三原 

北三原 

65 

107 

89 

108 

140 

134 

118 

78 

60 

108 

109 

　84 

98 

92 

　69 

　68 

1,527

富　浦 

 

富　山 

 

 

白　浜 

 

 

千　倉 

 

 

丸　山 

 
 

和　田 

 

合　計 

各地域参加者 

地区名 地域名 参加人数 

三　芳 

企　画　部 

総　務　部 

保健福祉部  

生活環境部 

農林水産部

商工観光部

建　設　部 

教育委員会 

水　道　部 

議会事務局 

合　計 

27 

43 

17 

24 

18 

18 

27 

20 

3 

2 

199 

若者の定住施策、雇用の場の確保ほか  

行財政改革、配布物の配布方法ほか 

子育て支援、予防接種などの場所ほか 

ゴミ関連、火災時の放送、防災ほか 

有害鳥獣（イノシシ）、農地整備ほか 

 観光政策ほか 

災害対策、道路改修ほか  

いじめ問題、食育関連ほか  

水道管改修、水道検針ほか 

議員の報酬ほか 

意見・質問内訳 

関連部局 主な内容 件数 

正
式
統
合
の
時
期
は
い
つ
で
す
か
。

回
答

統
合
と
学
校
建
設
は
別
だ
と
引
き

継
い
で
お
り
、
新
築
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。
今
後
の
こ
と
は
検
討
委
員
会

で
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

要
望

地
元
の
産
品
を
給
食
に
生
か
す
考

え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

回
答

地
産
地
消
と
い
う
こ
と
で
、
地
元

の
産
品
の
消
費
を
拡
大
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
教
育
委
員
会
関
連
】

【
水
道
部
関
連
】

質
問

和
田
地
区
の
上
水
道
は
石
綿
管
が

多
い
た
め
漏
水
す
る
こ
と
が
多
い
。

地
震
な
ど
に
備
え
る
た
め
に
も
計
画

的
に
更
新
工
事
を
す
る
予
定
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

回
答

市
内
に
は
２
９
９
㎞
水
道
管
が
敷

設
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
石
綿
管

は
46
㎞
あ
り
ま
す
。
経
営
状
況
を
み

な
が
ら
、
順
次
改
修
し
て
い
き
ま
す
。

市政懇談会のほかのご意見などは、市ホームページに掲
載しました。また、各支所には冊子として置きましたので
ご覧ください。
問い合わせ 秘書広報課　TEL 33－1002

八束小の給食の様子
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ち
ば
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ちばＤＣ特集

ちばデスティネーションキャンペーン（ちばＤＣ）では、千葉県の多様な観光資源を8つのキーワードに
分け、「房総発見伝」と銘打って、「ちばの魅力」を発見していただくというコンセプトで展開していきます。

（菜の花畑：富津市）

（ポピーの花畑：南房総市）

（ちばの温泉）

（和良比のはだか祭り：四街道市）2月

（水仙ハイキング：鋸南町）

（海岸線の日の出）

（サーフィン：勝浦市）

（成田太鼓祭：成田市）4月

（ぞうさんライド：市原市）

（シャチの競演：鴨川市）

（高家神社の庖丁式：南房総市） （歴史的まち並み：香取市）

（春の花御膳：南房総市）

（くじら御膳：南房総市）

（波の伊八：いすみ市行元寺）

（万祝半天）

花 海 健 歴

祭 味 夢 美

花 海 健 歴

祭 味 夢 美

花 海 健 歴

祭 味 夢 美

花 海 健 歴

祭 味 夢 美
花 海 健 歴

祭 味 夢 美

花 海 健 歴

祭 味 夢 美

花 海 健 歴

祭 味 夢 美

花 海 健 歴

祭 味 夢 美
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ち
ば
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

千葉県内を４つのエリアに分けて、「房総発見伝」を象徴するイベントを展開！
南房総エリアのオープニングイベントを皮切りに、房総発見伝のイベントを展開します。
このほか各地域では、ちばＤＣ特別イベントを開催しこのキャンペーンを盛り上げます。

房総発見伝！オープニングフェスティバル

たか  べ 

イベント名および期日 内　　　容 問い合わせ 
南総ファーマーズフェスタ2007 
2／3～11
ネイチャースクールわくわくＷＡＤＡ 
ものつくり体験＆花嫁街道ハイキング
2／3・4

ＮＰＯネイチャースクールわくわく 
ＷＡＤＡ(千葉県森林組合安房支所) 
TEL　0470－47－2227

南房総観光連盟事務局 
（商工観光課内） 
TEL　0470－33－1091

南房総地域の観光案内所または道の駅で、専用の葉書に2市町以
上のスタンプと簡単なアンケートに答えると抽選で地元特産品を
プレゼントします。 

安房道の駅連絡会　事務局 
（道の駅　ローズマリー公園内） 
TEL　0470－46－2882

ぐるぐるっと 
(安房道の駅スタンプラリー) 
2／1～4／30　　 

南房総各道の駅のスタンプ3個集めると各道の駅のお得な特典が
受けられます。さらにスタンプ10個集めると抽選で南房総の豪
華特産品が当たります。 

道の駅　ちくら潮風王国　　　
TEL　0470－43－1811 

大型フラワーアレンジメントが出現！花や農産物の直売も行います。 

抱湖園「桜まつり」 
2／4～28

南房総市和田観光案内所　　 
TEL　0470－47－3474 

抱湖園「桜まつり」では、お琴の演奏や、抹茶や甘酒のサー
ビスがあります。 

「高家神社」参拝と梅、桜の花見 
2／10・11・12

南房総市千倉町商工会 
TEL　0470－44－1331

料理の神様｢高家神社｣で梅や桜を見ながら野点を開催｡甘酒や大福､
お汁粉､古代米の磯辺焼などの露店や地元特産品を販売します。 

花空間 
2／10～18

シェイクスピアカントリーパーク 
TEL　0470－46－2882

シェイクスピアカントリーパークに数万本の切花や蘭を贅沢
に使用した花のオブジェが出現します。 

高家神社庖丁式奉納 
2／12

駅からハイキング 

南房総市千倉町商工会 
TEL　0470－44－1331

日本で唯一料理の祖神をまつる「高家神社」で平安時代から宮中
行事のひとつとして行われてきた「庖丁儀式」を奉納します。　 

菜の花まつり 
2／24　 

南房総スタンプラリー 
2／1～4／30

道の駅とみうら　枇杷倶楽部 
TEL　0470－33－4611

巨大菜の花畑を会場に、菜の花づくしでおもてなしするイベ
ントです。食用ナバナ摘みやびわ葉茶のサービスがあります。 

商工観光課 
TEL　0470－33－1091

2／17・18　花嫁街道ハイキング（和田浦駅） 
2／24　花いっぱい岬めぐり花の富浦ハイキング（富浦駅）

花の農場まつり 
2／11・3／11・4／8

道の駅おおつの里・花倶楽部 
TEL　0470－33－4616

地元の花卉や農産物がずらりと出揃う農場まつりを開催します。 

菜の花畑を駆け巡るミニＳＬ試乗会 
2／10～12 

道の駅とみうら　枇杷倶楽部 
TEL　0470－33－4611 

枇杷倶楽部南側の菜の花畑周辺を会場にして、およそ100ｍ
のコースを走るミニＳＬ試乗会を開催します。 

カーネーションフェスティバル 
2／10～12 

道の駅とみうら　枇杷倶楽部 
TEL　0470－33－4611 

青木カーネーション団地で栽培されている150品種ものカーネーシ
ョンの中から人気上位のカーネーションを展示・即売します。 

炭焼き体験および乳製品加工体験と菜の花などの春の花木に
も出逢える花嫁街道ハイキングを楽しめます。 

南房総エリア2月3日（土）開催
「南総里見八犬伝」をモチーフに、
ちばDCの開幕を告げるイベントを開催

■「南総里見八犬伝」ウォーキング
（館山市・南房総市・鋸南町）
■特設ステージイベント
・会場：館山市城山公園特設ステージ（館山市）
・人形劇、朗読、音楽とのコラボレーションステージ

8つの玉が県内各地へ!!

※現在、詳細について調整中です。

幕開け
イベント

九十九里浜ウォークフェスタ
九十九里エリア4月15日（日）開催

「健康」をテーマとして、長大な九十九里を千葉県
ゆかりのスポーツ選手と一緒に歩いたり、いわし
のつみれ汁などの九十九里の食文化を楽しむウォ
ーキングイベントです。
◆開催場所：九十九里海浜
（山武市、九十九里町、大網白里町、白子町）

小江戸・佐原まちめぐりウォーキング

北総エリア
3月10日（土）開催

小江戸佐原の祭文化や歴史に育まれた地元の味の
魅力に触れるまち歩き型イベント。
風情あるまちなみの中で、佐原囃子や寄席なども
楽しめます。
◆開催場所：香取市佐原地区各所（香取市）

房総発見伝！グランドフィナーレ

ベイ・東葛飾エリア4月30日（祝・月）開催
ちばDCのフィナーレを若さと躍動感に満ちた県内学
生たちの奏でる音楽が飾るイベントです。
会場周辺では、大道芸やストリートパフォーマン
スやフリーマーケットなどが行われます。
◆開催場所：千葉市中央公園特設ステージほか

県内各地から8つの玉が集まる!!

締め括り
イベント

市内2月開催の主なＤＣ特別イベント

問い合わせ　交流事業課　TEL 33－1092
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市
民
海
外
交
流
研
修
報
告

ホームステイの様子

７
月
30
日
か
ら
８
月
18
日
ま
で
の
間
に
高
校

生
海
外
派
遣

生
海
外
派
遣
に
参
加
参
加
し
た
交
流
研
修
報
告

交
流
研
修
報
告
を

紹
介
紹
介
し
ま
す
。 

７
月
30
日
か
ら
８
月
18
日
ま
で
の
間
に
高
校

生
海
外
派
遣
に
参
加
し
た
交
流
研
修
報
告
を

紹
介
し
ま
す
。 

『
市
民
海
外
研
修
に
参
加
し
て
』

私
に
と
っ
て
こ
の
高
二
の
夏
は
本
当
に
貴
重

な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
す
る
の
は
初
め
て
の
こ
と
だ
し
、
カ

ナ
ダ
へ
行
く
の
も
初
め
て
で
し
た
。
初
め
て
づ

く
し
の
体
験
と
な
り
ま
し
た
。
名
前
も
顔
も
住

ん
で
い
る
県
も
違
う
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
人
と

出
会
い
と
て
も
緊
張
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
、

す
ぐ
に
打
ち
解
け
て
逆
に
驚
き
ま
し
た
。
そ
ん

な
に
す
ぐ
に
打
ち
解
け
ら
れ
た
の
も
、
こ
こ
に

来
て
い
る
一
人
ひ
と
り
、
同
じ
気
持
ち
を
も
っ

て
来
た
の
だ
か
ら
だ
と
思
い
ま
し
た
。
私
も
同

じ
よ
う
に
英
語
が
と
に
か
く
大
好
き
、
少
し
で

も
話
せ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
だ

か
ら
仲
良
く
な
れ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

約
八
時
間
か
け
て
飛
行
機
に
乗
り
、
ド
キ
ド

キ
し
な
が
ら
カ
ナ
ダ
に
着
く
の
を
待
ち
無
事
に

着
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ビ
ク
ト
リ
ア
へ
。

大
き
な
期
待
と
不
安
が
入
り
混
じ
っ
た
気

持
ち
で
今
日
か
ら
お
世
話
に
な
る
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
と
対
面
し
ま
し
た
。
私
が
お
世
話

に
な
る
の
は
、
Ｔ
ａ
ｍ
ｉ
　
Ｓ
ｉ
ｍ
ｍ
ｏ
ｎ

ｄ
ｓ
さ
ん
で
す
。
Ｔ
ａ
ｍ
ｉ
さ
ん
と
二
人
き

り
の
生
活
と
い
う
こ
と
で
、
始
ま
る
前
か
ら

ガ
チ
ガ
チ
に
緊
張
し
て
い
ま
し
た
。
と
り
あ

え
ず
、
自
己
紹
介
を
し
、
話
を
し
て
み
ま
し

た
。
で
も
、
思
っ
た
よ
う
に
話
せ
な
い
の
が

現
実
で
す
。
知
っ
て
い
る
単
語
自
体
が
少
な

い
私
に
と
っ
て
「
話
す
」
と
い
う
の
は
と
て

も
難
し
い
こ
と
で
し
た
。
そ
の
少
な
い
知
識

の
中
で
、
自
分
の
気
持
ち
を
表
現
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
フ
ル
に
頭
を
使

っ
て
い
ま
し
た
。
Ｔ
ａ
ｍ
ｉ
さ
ん
が
話
し
か
け

て
く
れ
て
も
、
な
ん
と
言
っ
て
い
る
か
わ
か
ら

な
か
っ
た
の
で
本
当
に
先
が
不
安
で
し
た
。

同
時
に
学
校
生
活
も
始
ま
り
ま
し
た
。
私

は
一
番
下
の
ク
ラ
ス
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
正
直
、
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
で
も
、
認

め
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
今
の
私
の

実
力
な
の
だ
か
ら
。
み
ん
な
に
つ
い
て
い
け

な
い
自
分
が
と
て
も
悔
し
く
、
ま
た
、
情
け

な
い
と
思
い
ま
し
た
。
学
校
で
の
授
業
は
も

ち
ろ
ん
英
語
で
す
。
日
本
の
学
校
と
違
う
の

は
授
業
中
に
飲
食
が
あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
に
ま
ず
、
驚
き
ま
し
た
。

英
語
の
授
業
が
こ
ん
な
に
も
楽
し
い
と
思
え

た
の
は
初
め
て
で
す
。
こ
の
気
持
ち
を
持
ち

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

老
人
ホ
ー
ム
、
学
校
、
家
で
日
本
文
化
に

つ
い
て
話
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
ら
、
日
本

は
あ
ま
り
な
じ
み
の
少
な
い
と
こ
ろ
な
ん
だ

と
思
い
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
、
日
本
に
つ
い

て
知
ら
な
い
の
で
、
少
し
淋
し
か
っ
た
で
す
。

紹
介
す
る
に
も
、
言
葉
で
伝
え
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
で
も
、
話
す
の
に
自
信
の
な
い

私
は
、
作
業
を
そ
の
ま
ま
見
せ
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
折
り
紙
だ
っ
た
ら
実
際
に
折
る
と

こ
ろ
を
見
せ
な
が
ら
話
し
ま
し
た
。
だ
ん
だ

ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
の
に
も

工
夫
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

他
国
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

と
い
う
こ
と
は
本
当
に
大
切
だ
と
思
い
ま
し

た
。
言
葉
も
通
じ
な
い
と
き
に
何
を
ど
う
す
れ

ば
い
い
か
わ
か
ら
な
い
と
き
に
は
顔
の
表
情
を

遣
っ
た
り
動
作
を
大
き
く
し
た
り
し
て
、
取
り

組
み
ま
し
た
。
そ
し
て
、
自
分
か
ら
積
極
的
に

行
動
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
私
が
こ
っ
ち
に
来
て
一
番
印
象
に
残

っ
た
の
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
す
。
お
年
寄
り
や

障
害
の
あ
る
人
へ
の
心
遣
い
に
感
動
し
ま
し

た
。
日
本
で
も
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
い
う
言
葉
は

聞
き
ま
す
が
、
そ
ん
な
に
浸
透
し
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
社
会
と

い
う
の
は
カ
ナ
ダ
み
た
い
な
と
こ
ろ
を
言
う
ん

で
は
な
い
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

日
常
的
な
バ
ス
の
中
の
こ
と
で
す
。
日
本
に
も

優
先
席
は
あ
り
ま
す
。
で
も
、
席
を
譲
っ
て
い

る
姿
を
ほ
と
ん
ど
見
ま
せ
ん
。
ビ
ク
ト
リ
ア
で

生
活
し
て
い
て
バ
ス
の
中
を
見
て
い
る
と
、
瞬

時
に
立
ち
上
が
り
席
を
譲
っ
て
い
ま
し
た
。
こ

ん
な
小
さ
な
親
切
が
大
き
な
社
会
に
通
じ
て
い

る
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。
些
細
な
こ
と
で
も
一

人
ひ
と
り
の
取
り
組
み
次
第
で
変
わ
る
ん
だ
と

思
い
ま
し
た
。
日
本
人
も
そ
ん
な
風
に
小
さ
な

気
配
り
を
大
切
に
し
て
い
け
ば
、
と
て
も
住
み

や
す
い
環
境
が
で
き
る
の
に
と
思
い
ま
し
た
。

だ
か
ら
、
電
車
通
学
の
と
き
に
少
し
意
識
し
よ

う
と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
、
私
に
と
っ
て
す
べ

て
プ
ラ
ス
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
友
達
か
ら

の
た
く
さ
ん
の
刺
激
が
あ
り
、
も
っ
と
一
生
懸

命
勉
強
し
よ
う
と
意
欲
が
わ
き
ま
し
た
。
カ
ナ

ダ
で
の
生
活
で
大
き
く
成
長
し
た
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
は
、
こ
れ
か
ら
先
に
活
か
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
も
っ
と
英

語
に
つ
い
て
学
び
ま
た
、
留
学
を
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
一
緒
に
行
っ
た
友
達
み
ん
な
と

て
も
優
し
く
こ
ん
な
に
楽
し
い
も
の
に
な
る
な

ん
て
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
、
最

高
に
良
か
っ
た
で
す
。

最
後
に
こ
の
よ
う
な
自
分
の
目
標
、
夢
に
前

進
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
企
画
し
て
く
だ

さ
っ
た
南
房
総
市
の
皆
さ
ん
を
初
め
と
す
る
多

く
の
方
々
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
本
当

に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

青木　真里奈さん

袖ヶ浦高2年
富 山 地 区（ ）
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ま
ち
づ
く
り
会
議
は
、
市
民
の
目
線
か

ら
見
た
、「
こ
れ
か
ら
、
特
に
力
を
入
れ

る
べ
き
こ
と
（
ま
ち
づ
く
り
の
重
点
）」

に
つ
い
て
市
長
に
提
案
し
て
い
き
ま
す
。

会
議
の
参
加
者
に
は
、
合
併
し
て
初
め

て
の
総
合
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、
旧
７

町
村
の
バ
ラ
ン
ス
を
配
慮
し
、
地
域
ご
と

に
２
人
を
、
各
種
団
体
な
ど
の
専
門
的
な

意
見
を
反
映
す
る
た
め
７
人
を
選
出
し
ま

し
た
。

ま
た
、
市
民
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
の
提
案
を
行
う
た
め
、
各
支
所
な
ど
の

若
手
職
員
７
人
も
市
民
と
と
も
に
検
討
の

場
に
参
加
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

12
月
９
日
（
土
）
開
催
さ
れ
た
第
１
回

目
の
ま
ち
づ
く
り
会
議
で
は
、
参
加
者
28

人
に
新
し
い
「
南
房
総
市
」
の
広
さ
を
実

感
し
て
い
た
だ
く
た
め
、『
ぐ
る
っ
と
南

房
総
』
と
題
し
、
バ
ス
に
て
市
内
の
主
な

施
設
な
ど
を
巡
る
１
１
４
㎞
の
視
察
を
実

施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
午
後
か
ら
は
、
東
京
大
学
名
誉

教
授
大
森
彌
先
生
を
招
き
、
ま
ち
づ
く
り

講
演
会
を
開
催
。
大
森
先
生
は
、『
ま
ち

づ
く
り
は
、
自
分
の
地
域
に
関
心
を
持
つ

こ
と
か
ら
始
ま
る
。
関
心
を
持
つ
こ
と
に

よ
り
問
題
が
見
え
て
く
る
』
と
、
南
房
総

の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
を
述
べ

ま
し
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
は
、「
定
住
・
交

流
・
暮
ら
し
」
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

ま
ち
づ
く
り
の
重
点
と
す
べ
き
こ
と
に
つ

い
て
、
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

■
協
働
と
は
？

行
政
だ
け
が
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
の
で

は
な
く
、
市
民
と
行
政
が
対
等
の
立
場
に

立
ち
、
お
互
い
に
協
力
し
、
と
も
に
汗
を

流
し
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

こ
う
と
い
う
考
え
方
で
す
。

12
月
11
日
（
月
）
市
観
光
協
会
　
牧
野

幸
司
会
長
と
千
倉
町
民
宿
組
合
　
堀
江
洋

一
組
合
長
か
ら
平
成
18
年
度
「
花
の
観
光

地
づ
く
り
大
賞
」
記
念
品
（
プ
ラ
ン
タ
ー
）

の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。

千
倉
地
区
の
民
宿
組
合
で
は
、
地
域
の

観
光
資
源
の
見
直
し
、
民
宿
の
活
性
化
な

ど
か
ら
、
平
成
17
年
11
月
に
「
花
の
民

宿
・
お
も
て
な
し
宣
言
」
を
策
定
、
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
そ
っ
て
各
民
宿
で
の
実
施

を
促
進
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
一
連
の
活
動
は
、
日
本
観
光
協

会
主
催
の
平
成
18
年
度
「
花
の
観
光
地
づ

く
り
大
賞
」
で
最
高
の
大
賞
を
受
賞
し
、

高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

市
で
は
、
ち
ば
Ｄ
Ｃ
成
功
を
目
指
し
、
さ

ら
な
る
観
光
の
振
興
を
図
る
た
め
、
観
光
関

係
者
を
は
じ
め
、
商
工
関
係
者
、
道
の
駅
関

係
者
な
ど
を
中
心
に
、
ち
ば
Ｄ
Ｃ
直
前
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

第
１
弾
の
講
師
は
、
１
０
０
回
以
上
を
数

え
る
Ｄ
Ｃ
の
中
で
も
大
成
功
の
評
価
を
受
け

て
い
る
「
会
津
Ｄ
Ｃ
」
の
功
労
者
で
、
会
津

若
松
市
の
吉
田
秀
一
観
光
課
長
で
す
。

吉
田
さ
ん
は
、「
ち
ば
Ｄ
Ｃ
成
功
に
向
け

て
　
〜
感
謝
こ
そ
、最
高
の
お
も
て
な
し
〜
」

と
題
し
、
観
光
地
会
津
で
の
Ｄ
Ｃ
の
取
り
組

み
と
意
義
、
お
も
て
な
し
に
つ
い
て
の
講
演

を
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
吉
田
さ
ん
の
実

家
が
小
さ
な
商
店
を
や
っ
て
お
り
、
子
供
の

こ
ろ
に
母
親
の
背
中
か
ら
教
わ
っ
た
、「
お

客
様
に
来
て
い
た
だ
い
て
、
あ
り
が
と
う
と

い
う
感
謝
の
気
持
ち
こ
そ
が
最
高
の
お
も
て

な
し
な
ん
だ
」
と
経
験
を
交
え
て
熱
く
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
こ
の
Ｄ
Ｃ
を
単
な
る
打
ち
上
げ

花
火
で
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
に
、
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
が
終
わ

っ
て
か
ら
が

大
切
で
あ
る

と
話
さ
れ
ま

し
た
。

こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

市
民
の
提
案
を
総
合
計
画
に

〜
ま
ち
づ
く
り
会
議
始
ま
る
〜

花
の
南
房
総
　
千
倉
地
区

「
花
の
民
宿
・
お
も
て
な
し
宣
言
」

ち
ば
Ｄ
Ｃ
直
前
研
修
会
開
催
！

Ｄ
Ｃ
成
功
に
向
け
て
決
意
も
新
た
に

講演をする
東京大学名誉教授　大森先生

市観光協会　牧野会長（左）千倉町民宿組合
堀江組合長（中）から目録を受ける石井市長

講演をする吉田講師

活発な意見交換会の様子



14 2007年 1 月号

こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

導
委
員
研
究
大
会
表
彰
式
に
お
い
て
、
体

育
指
導
委
員
の
小
沢
正
順
さ
ん
と
河
辺
光

雄
さ
ん
が
、
県
体
育
指
導
委
員
功
労
者
表

彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

小
沢
さ
ん
は
、
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り

に
貢
献
し
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
や
発
展

に
尽
力
さ
れ
、
総
合
型
千
倉
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
「
ド
ル
フ
ィ
ン
」
に
お
い
て
、
市
民

の
健
康
の
維
持
増
進
、
世
代
間
の
交
流
、

青
少
年
の
健
全
育
成
に
貢
献
し
、
気
軽
に

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
環
境
づ
く
り
に
取

り
組
み
、
健
康
で
明
る
い
生
活
づ
く
り
に

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

河
辺
さ
ん
は
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
各
種
教

室
や
大
会
の
企
画
運
営
に
携
わ
り
、
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
誰
で
も
楽
し
め
る

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
お
よ
び
振
興
に
貢

献
さ
れ
て
い
ま
す
。

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
（
東
京
港
区
）
に
お

い
て
総
務
省
、
外
務
省
、
文
部
科
学
省
な

ど
の
主
催
に
よ
る
、
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム

20
周
年
記
念
式
典
が
あ
り
、
三
芳
国
際
交

流
協
会
（
羽
山
信
一
会
長
）
が
総
務
大
臣

表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

三
芳
国
際
交
流
協
会
が
、
米
国
フ
ァ
ー

ン
デ
イ
ル
市
と
の
交
流
を
続
け
、
14
年
間

に
お
よ
び
相
互
訪
問
な
ど
を
行
い
、
そ
の

輪
は
市
全
域
に
広
が
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

県
内
で
は
、
１
団
体
の
栄
誉
と
な
り
ま

し
た
。

11
月
16
日
（
木
）
大
分
県
別
府
市
ビ
ー

コ
ン
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
た
第
47
回
全
国

体
育
指
導
委
員
研
究
協
議
会
表
彰
式
に
お

い
て
、
体
育
指
導
委
員
の
早
川
光
樹
さ
ん

が
、
長
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
30
年
勤

続
体
育
指
導
委
員
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。早

川
さ
ん
は
、
高
齢
者
の
ス
ポ
ー
ツ
活

動
や
指
導
者
養
成
に
積
極
的
に
取
り
組

み
、
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
に
貢
献
し
、

軽
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
発
展
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
17
年
２
月
に
設
立
さ
れ
た

総
合
型
千
倉
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
ド
ル
フ

ィ
ン
」
に
お
い
て
、
市
民
の
健
康
の
維
持

増
進
、
世
代
間
の
交
流
、
青
少
年
の
健
全

育
成
を
行
い
、
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

め
る
環
境
づ
く
り
や
健
康
で
明
る
い
生
活

づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

12
月
３
日
（
日
）
松
戸
市
森
の
ホ
ー
ル

21
で
開
催
さ
れ
た
第
23
回
千
葉
県
体
育
指

30
年
勤
続
体
育
指
導
委
員
表
彰

県
体
育
指
導
委
員
功
労
者
表
彰

三
芳
国
際
交
流
協
会
に

総
務
大
臣
表
彰

三芳国際交流協会　羽山会長（中）と
石井市長・青木教育長

受賞された早川さん（左）と石井市長

受賞された小沢さん（左）と河辺さん

白熱したゲームの様子

参加チームの皆さん

今
年
で
、
誘
致
６
年
目
と
な
る
ラ
ク
ロ

ス
全
日
本
選
手
権
地
方
予
選
大
会
が
、
11

月
24
日
（
金
）
か
ら
26
日
（
日
）
ま
で
、

練
馬
区
岩
井
少
年
自
然
の
家
グ
ラ
ン
ド

（
富
山
地
区
）
お
よ
び
館
山
航
空
基
地
グ

ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

北
海
道
地
区
、
東
北
地
区
、
中
国
四
国

地
区
お
よ
び
九
州
地
区
の
４
地
区
、
男
女

そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
が
12
月
に
行
わ
れ
る
全

国
大
会
へ
の
キ
ッ
プ
を
リ
ー
グ
戦
で
争

い
、
白
熱
し
た
試
合
と
な
り
ま
し
た
。

選
手
は
、
チ
ー
ム
ご
と
に
富
山
地
区
の

各
民
宿
に
宿
泊
し
、「
選
手
村
」
と
い
っ

た
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

ラ
ク
ロ
ス
大
会

全
日
本
選
手
権

地
方
予
選
大
会
を
誘
致
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お
　
知
　
ら
　
せ

４
月
か
ら
の
保
育
所
入
所
受
け
付
け
を

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

入
所
対
象
児
童

保
護
者
や
家
族
が
仕
事
や
病
気
な
ど
に

よ
り
家
庭
で
保
育
で
き
な
い
児
童
。

対
象
年
齢

０
歳
児
か
ら
小
学
校
入
学
前
の
児
童

※

現
在
保
育
所
に
入
所
さ
れ
て
い
る
お

子
さ
ん
で
、
４
月
か
ら
引
き
続
き
入
所
希

望
さ
れ
る
人
も
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

保
育
時
間

午
前
８
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

※

詳
細
は
、
各
保
育
所
へ
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

保
育
料

公
立
、
私
立
と
も
共
通
で
、
そ
の
世
帯

の
両
親
な
ど
の
税
額
と
児
童
の
年
齢
に
よ

り
決
ま
り
ま
す
。

持
参
す
る
も
の

①
印
鑑

②
左
図
の
入
所
基
準
表
に
該
当

す
る
申
請
に
必
要
な
書
類

※

管
外
保
育
所
へ
の
入
所
を
希

望
さ
れ
る
人
も
下
記
受
付
期
間

内
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　

子
育
て
支
援
課

TEL

36
―
１
１
５
３

県
立
館
山
聾
学
校
で
は
、
幼
稚
部
入
学

者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員

３
歳
児
・
４
歳
児
　

５
歳
児
・
そ
れ
ぞ
れ
若
干
名

応
募
資
格

①
平
成
13
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
16
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児

②
聴
覚
・
言
語
・
発
達
な
ど
に
障
害
が
あ

る
幼
児

提
出
書
類

①
入
学
願
書
（
所
定
の
様
式
）

②
返
信
用
封
筒
（
宛
先
明
記
80
円
切
手
貼

付
）

③
校
長
が
必
要
と
認
め
る
書
類

提
出
期
間

１
月
22
日
（
月
）
か
ら

２
月
14
日
（
水
）
ま
で

※

受
付
時
間
は
、
午
前
９
時
か
ら
午
後

４
時
ま
で
（
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日

は
除
く
）

入
学
相
談

２
月
14
日
（
水
）
ま
で
随
時

入
学
選
考

２
月
28
日
（
水
）

※

入
学
許
可
候
補
者
の
保
護
者
へ
３
月

７
日
（
水
）
に
通
知
し
ま
す
。

提
出
先
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

千
葉
県
立
館
山
聾
学
校

〒
２
９
９
―
０
０
５
５

館
山
市
那
古
１
６
７
２
―
７

TEL

27
―
２
４
９
０

保
育
所
の
入
所
案
内

県
立
館
山
聾
学
校

「
幼
稚
部
入
学
者
募
集
」

受付日時場所 

月　日 時　間 場　　所 

〜 

1月22日 
（月） 
　 

1月31日 
（水） 
 

土・日 
を除く 

8:30 
 

17:30

・富浦本庁　地域福祉課 
・富山支所　地域福祉課 
・三芳分庁　子育て支援課 
・白浜保健福祉センター 
　「はまゆう」　地域福祉課 

・千倉支所　地域福祉課 
・丸山保健福祉センター 
　「ほのぼの」　地域福祉課 

・和田地域福祉センター 
　「やすらぎ」　地域福祉課 

〜 

※公立の保育所については、各保育所でも受け付けを 
　行います。 

①家庭外労働 
　両親が昼間、家庭の外で仕事をす
るため、保育できない。 

雇用証明書 
(源泉徴収票の提出が無
い場合または勤め先が
変わった場合) 
※農業専従者の場合は、
作付面積がわかるよう
に準備してください。 

診察券や身体障害者手帳
など、証明できるもの 
（必要により、診断書
など） 

母子健康手帳 
（必要により、診断書
など） 

②家庭内労働 
　母親が昼間、自家で児童と離れて
日常の家事以外の仕事をするため、
保育できない。 

平成18年分
の 源 泉 徴 収
票、または確
定申告書の写
し 
 
そのほか、状
況に応じて必
要とする書類
など 
 
同居してい
る全員につ
いて､証明書
などを添付
してくださ
い。 

① 
 
 
 
 
 
② 
 
 
 
 
※ 

入所基準表 

入所できる基準 申請に必要な書類 

④母親の病気 
　母親が病気や心身に障害がある
ため、保育できない。 

⑥家庭の災害など 
　火災、風水害や地震などにより、
その居宅を失ったり、破損したりした
ため、復旧の間、保育できない。 

⑤病人の看護など 
　その児童の家庭に、長期にわたる
病人や心身に障害のある人がいる
ため、母親がいつも看病しており、
保育できない。 
※①から⑤までの場合、その家庭の
母親以外の人で保育できる場合は、
該当しません。 

③母親の出産 
　妊娠中であるか、または出産後間
がない。 
　（出産前２カ月、出産後３カ月） 

児童手当法改正に伴う手続きは
お済みですか

児童手当の対象が拡大されました。
平成6年4月2日生まれから平成8年4月

1日生まれの児童が対象となります。ま
だ、手続きが済んでない保護者は、各支
所地域福祉課または保健福祉部子育て支
援課にて至急手続きをお願いします。
手続きに必要なもの　
請求者の保険証・印鑑　

問い合わせ
子育て支援課　TEL 36－1153
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「
住
民
税
の
申
告
」
と
「
所
得
税
の
確

定
申
告
」
の
受
け
付
け
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。

申
告
期
間

２
月
16
日
（
金
）
か
ら
３
月

15
日
（
木
）
ま
で
（
土
日
を
除
く
）

申
告
会
場

市
役
所
別
館
、
富
山
支
所
、
三
芳
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
、
白
浜
支
所
、
千

倉
支
所
、
丸
山
公
民
館
、
和
田
支
所

※

な
お
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お

知
ら
せ
版
２
月
号
ま
た
は
、
回
覧
な
ど

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

税
務
課
　
TEL

33
―
１
０
２
３

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
な
い
65
歳
以
上

の
人
で
、
常
に
寝
た
き
り
（
６
カ
月
程
度
以

上
寝
た
き
り
で
、
食
事
・
排
便
な
ど
の
日
常

生
活
に
支
障
の
あ
る
状
態
）
の
状
態
に
あ
る

場
合
は
、
市
が
発
行
す
る
「
特
別
障
害
者

控
除
対
象
者
認
定
書
」
に
よ
り
、
障
害
者

控
除
の
対
象
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
障
害
者
手
帳
を
取
得
で
き
る

程
度
の
人
は
、
原
則
、
障
害
者
手
帳
の
交

付
申
請
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

高
齢
者
福
祉
課
　
介
護
保
険
係

TEL

36
―
１
１
５
４

傷
病
に
よ
り
お
お
む
ね
６
カ
月
以
上
ね

た
き
り
状
態
に
あ
り
、
治
療
上
お
む
つ
の

使
用
が
必
要
な
人
は
、
そ
の
お
む
つ
に
係

る
費
用
を
医
療
費
控
除
の
対
象
と
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

確
定
申
告
の
際
、「
領
収
書
」
に
「
医

師
の
証
明
書
」
を
添
付
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
が
、
前
年
に
お
む
つ
の
費
用
に
係
る

医
療
費
控
除
を
受
け
た
場
合
に
は
、
市
が

交
付
す
る
「
主
治
医
意
見
書
の
内
容
を
確

認
し
た
書
類
」
を
、「
医
師
の
証
明
書
」

の
代
わ
り
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※

主
治
医
意
見
書
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
医

師
の
証
明
書
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

対
象
者

お
む
つ
に
係
る
費
用
の
医
療
費
控
除
を

受
け
る
の
が
２
年
目
以
降
で
、
か
つ
、
介

護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人

の
う
ち
、
要
介
護
認
定
に
係
る
主
治
医
意

見
書
の
内
容
が
一
定
の
要
件
を
満
た
し
て

い
る
人

問
い
合
わ
せ

高
齢
者
福
祉
課
　
介
護
保
険
係

TEL

36
―
１
１
５
４

高
齢
者
が
被
害
者
と
な
る
消
費
者
ト
ラ

ブ
ル
が
、
全
国
的
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
高
齢
者
の
家
族

や
民
生
委
員
な
ど
高
齢
者
の
周
り
の
皆
さ
ん

を
対
象
に
し
た
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

テ
ー
マ

高
齢
者
を
狙
う
悪
質
商
法

講
　
師

千
葉
県
消
費
生
活
指
導
員

問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課
　
TEL

33
―
１
０
９
１

和
田
町
共
通
商
品
券
は
、
平
成
18
年
12

月
15
日
（
金
）
で
発
売
を
終
了
し
ま
し
た
。

お
手
持
ち
の
商
品
券
は
、
６
月
30
日

（
土
）
ま
で
従
来
ど
お
り
使
用
で
き
ま
す
。

長
い
間
ご
利
用
い
た
だ
き
心
か
ら
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

和
田
町
商
工
業
協
同
組
合
　

TEL

47
―
２
２
０
５

家
庭
裁
判
所
で
は
、
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
に
、
少
年
の
「
補
導
委
託
先
」

と
し
て
協
力
し
て

も
ら
い
、
必
要
な

と
き
に
適
切
な
補

導
委
託
先
に
少
年

を
預
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、

補
導
委
託
先
に
な

っ
て
も
ら
え
る
人

を
求
め
て
い
ま
す
。

補
導
委
託
と
は
…
…

少
年
の
最
終
的
な
処
分
を
決
め
る
前

に
、
非
行
の
あ
っ
た
少
年
を
し
ば
ら
く
の

間
預
け
、
仕
事
や
通
学
を
さ
せ
な
が
ら
生

活
指
導
を
し
て
も
ら
う
制
度

問
い
合
わ
せ

最
寄
り
の
家
庭
裁
判
所
ま
た
は
最
高
裁

判
所
事
務
総
局
家
庭
局
第
二
課
少
年
調

査
係

TEL

03
―
３
２
６
４
―
８
１
１
１

内
線
　
４
４
３
２

「
住
民
税
の
申
告
」
と

「
所
得
税
の
確
定
申
告
」

高
齢
者
の
障
害
者
控
除

（
所
得
税
・
住
民
税
）

お
む
つ
に
係
る
費
用
の

医
療
費
控
除

悪
質
商
法
か
ら

お
年
寄
り
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

※人数の都合上、市内3カ所で行います。 
　講義内容は同じですので、都合のよい会場に直接お越しください。 

地　　区 
 
丸山・和田 
 
千倉・白浜 
 
 

日　　　時 
 

1月17日(水)14:00～ 
 

1月30日(火)14:00～ 
 

2月 1日(木)13:30～ 

場　　　所 
丸山公民館 
大会議室 

千倉保健ｾﾝﾀｰ 
大会議室 
市役所別館 
大会議室 

富浦・富山 
三芳 

【
お
詫
び
と
訂
正
】

広
報
み
な
み
ぼ
う
そ
う
12
月
号
「
南
房
総
市

定
期
表
彰
式
開
催
」
の
記
事
に
お
い
て
、
安
田

ま
ち
子
さ
ん
の
議
会
議
員
通
算
在
職
年
数

「
18
年
６
カ
月
」
と
あ
る
の
は
「
19
年
６
カ
月
」

の
誤
り
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

家
庭
裁
判
所
の
補
導
委
託
制
度

商品券

和
田
町
共
通
商
品
券
の
廃
止

お
　
知
　
ら
　
せ



構
成
し
、
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
。
経
験
者

は
、
１
チ
ー
ム
３
人
以
内
。

※

経
験
者
と
は
、
高
校
以
上
で
卓
球
部

に
在
籍
歴
の
あ
る
社
会
人

②
中
学
生
の
み
の
団
体
戦
参
加
は
可
能
で
す
。

表
　
　
彰

種
目
ご
と
に
１
位
か
ら
３
位
ま
で
表
彰

し
ま
す(

３
位
決
定
戦
実
施)

。

申
込
方
法

必
要
事
項
を
記
載
し
、
郵
送
ま
た
は
フ

ァ
ッ
ク
ス
に
よ
り
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

①
団
体
戦

団
体
名
、
代
表
者
連
絡
先
、
参
加
者
全

員
の
住
所
・
氏
名
・
経
験
者
か
否
か
表
記

②
個
人
戦

参
加
種
目
（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
別
）、
住

所
、
氏
名
、
学
校
名
（
小
学
生
の
場
合
は
、

保
護
者
の
同
意
書
必
要
）

申
込
先

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課

〒
２
９
９
―
２
５
９
２

南
房
総
市
岩
糸
２
４
８
９

TEL
46
―
２
９
６
４

FAX
46
―
４
０
５
９

申
込
期
限

１
月
26
日
（
金
）
必
着

※

詳
し
い
要
綱
や
申
込
用
紙
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

卓
球
協
会
会
長
　
鈴
木
隆
之
あ
て

TEL

44
―
２
０
５
８
（
夜
間
の
み
）

2007年1月号　 17

県
教
育
庁
南
房
総
教
育
事
務
所
で
は
、

平
成
19
年
度
に
公
立
小
・
中
学
校
で
講
師

を
希
望
さ
れ
る
人
の
面
接
会
を
開
催
し
ま

す
。
す
で
に
勤
務
し
て
い
る
人
で
、
平
成

17
年
度
登
録
の
人
も
再
登
録
手
続
き
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
本
年
度
中
に
講
師

を
希
望
す
る
場
合
は
、
事
前
に
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

日
　
　
時

２
月
２
日
（
金
）

午
後
２
時
か
ら

場
　
　
所

千
葉
県
教
育
庁
南
房
総
教
育
事
務
所
安

房
分
室
（
館
山
市
北
条
４
０
３
）

募
集
職
種

小
・
中
学
校
教
員
、
養
護
教
員
、
学
校

栄
養
士
、
学
校
事
務
職
員

持
ち
物

①
筆
記
用
具
②
印
鑑
③
写
真
（
新
規

４
㎝
×
３
㎝
１
枚
・
６
㎝
×
4.5
㎝
　
３

枚
・
再
登
録
４
㎝
×
３
㎝
１
枚
）
④
履

歴
が
わ
か
る
メ
モ
と
写
し
（
高
校
・
大
学

の
卒
業
年
月
日
、
教
員
免
許
状
の
写
し
）

※

新
卒
者
は
④
を
持
参
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

南
房
総
教
育
事
務
所
管
理
課
　

TEL

０
４
３
８
―
25
―
１
３
１
１

こ
の
制
度
は
、
高
等
学
校
・
専
門
学

校
・
大
学
な
ど
に
入
学
が
決
定
ま
た
は
、

在
学
す
る
人
で
、
学
業
が
優
秀
な
人
に
対

し
、
修
学
上
必
要
な
学
資
を
貸
し
付
け
る

こ
と
に
よ
り
こ
れ
ら
の
人
の
修
学
を
容
易

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

貸
付
条
件

①
市
に
住
所
を
有
し
、
引
き
続
き
１
年
以

上
居
住
し
て
い
る
人
ま
た
は
、
本
市
に

住
所
を
１
年
以
上
居
住
し
て
い
る
子
弟

で
あ
る
こ
と
。

②
学
業
の
成
績
が
す
ぐ
れ
、
性
行
が
正
し

い
も
の
で
あ
る
人
。

③
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な
人
。

貸
付
金
額

高
等
学
校
　
　
　
　
　
　
２
万
円
以
内

専
修
学
校
専
門
課
程
　
　
４
万
円
以
内

大
　
　
学
　
　
　
　
　
　
４
万
円
以
内

※

大
学
と
専
修
学
校
専
門
課
程
に
つ
い

て
は
入
学
準
備
金
と
し
て
30
万
円
以
内

（
１
回
の
み
）

貸
付
利
子

無
利
子

償
還
方
法

貸
付
期
間
が
満
了
し
た
月
か
ら
起
算
し

て
１
年
後
か
ら
、
貸
付
を
う
け
た
倍
の
期

間
内
に
月
賦
均
等
方
式
に
よ
り
償
還
。

申
込
方
法

４
月
貸
付
希
望
者
は
、
申
請
書
類
を
３

月
上
旬
ま
で
に
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

TEL

46
―
２
９
６
２

市
体
育
協
会
で
は
、
合
併
前
に
そ
れ
ぞ

れ
で
行
っ
て
い
た
卓
球
大
会
を
統
合
し
、

市
民
卓
球
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
交
流
と
、
生
涯
学
習

や
社
会
体
育
の
振
興
を
目
的
と
し
て
行
い

ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
初
心
者
大
歓
迎
で
す
。

日
　
　
時

２
月
12
日
（
月
・
祝
）

午
前
９
時
　
開
始

会
　
　
場

富
山
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

参
加
資
格

南
房
総
市
に
住
所
を
有
す
る
小
学
校
４
年

生
以
上
、
中
学
生
、
高
校
生
お
よ
び
社
会
人

競
技
内
容

①
団
体
戦
（
男
女
混
合
・
４
単
１
複
）

②
個
人
戦
・
シ
ン
グ
ル
ス

Ａ
小
学
生
（
４
年
生
以
上
）

初
心
者
の
部
（
男
女
混
合
）

Ｂ
一
般
の
部(

男
子
・
中
学
生
以
上)

Ｃ
一
般
の
部(

女
子
・
中
学
生
以
上)

※
　
①
と
②
の
重
複
出
場
は
可
。

②
に
お
い
て
は
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
内
１
種

目
の
み
出
場
可
。

試
合
方
式

ト
ー
ナ
メ
ン
ト(

全
種
目)

組
合
せ
は
、
個
人
戦
は
主
催
者
な
ど
が

作
成
し
、
団
体
戦
は
大
会
当
日
に
代
表
者

に
よ
る
抽
選
を
行
い
ま
す
。

団
体
戦
の
ル
ー
ル

①
中
学
生
以
上
の
１
チ
ー
ム
６
人
以
上
で

臨
時
的
任
用
職
員
募
集

奨
学
資
金
貸
付
制
度

第
１
回
　
市
民
卓
球
大
会
開
催

お
　
知
　
ら
　
せ



年始はお酒を飲む機会が多くなります。適度な飲酒は血行をよくしたり、ストレスを軽減するなどの効果がある
といわれています。しかし、度を超すとからだにさまざまな悪影響を及ぼします。

つねにお酒を飲み続けていると･･･
体に入ったアルコールの90％以上は、肝臓へと運ばれ分解・解毒されます。しかし、継続的に大量のお酒を飲んでい
ると、働きすぎた肝臓が耐え切れなくなり、肝障害だけでなく、全身に害を及ぼします。

アルコールが
こころとからだに及ぼす害は？

1．肝障害（脂肪肝・肝炎・肝硬変）
2．すい炎、糖尿病
3．心疾患…飲みすぎると不整脈が出やすくなる。また、

息切れや手足のむくみを引き起こす。
4．高血圧…アルコールは高血圧を招く主な原因のひとつ。
5．胃腸障害（下痢・腹痛）
6．が　ん…口、のど、食道、大腸などのがんが出やす

くなる。
7．睡眠障害・うつ

…飲みすぎるとかえって睡眠の質は悪くなる。
また、アルコールは意欲低下、憂うつ気
分・不眠などのうつ病を引き起こす。

8．脳機能障害
…アルコールは、神経細胞を破壊し脳委縮をもた
らす。その結果、記憶障害や認知症をまねく。

9．依存症…お酒をコントロールして飲めなくなる。

4月に小学校に入学するお子さんの、麻しん風しん混合予防接種は3月31日までです。
まだ接種が済んでいない人は早めに接種しましょう。

18 2007年1月号

飲みすぎていませんか？
健
康
だ
よ
り

お酒と上手に付き合うための４つのポイント

※あなたの飲酒習慣を一度振り返り、上手にお酒と付き合いましょう！　

周囲に減酒（禁酒）宣言する
誰しも自分にはついつい甘くなり、飲んでしまうものです。家
族や周囲の人たちに「減酒（禁酒）宣言」をして、飲んでしまい
そうになったら、周囲から声をかけてもらうようにしましょう。

適度な飲酒量を守る
・ビールなら中ビン１本
・日本酒なら１合
・ワインならグラス２杯
・ウイスキーならダブル１杯
・焼酎（35度）ならグラス1／2杯

飲酒ルールをつくる
・適量を守る
・食べながらゆっくり飲む
・たまに飲んでも大酒しない
・週に2回は休肝日

麻しん風しん混合予防接種
は済みましたか？

自分の飲酒パターンを知る
・どのくらい飲んだら酔うか？
・どんな飲み方をすると悪酔いするか？
・自分の適度な飲酒ペースは？
・普段から自分のパターンを知っておきましょう。

問い合わせ　健康増進課　問い合わせ　健康増進課　TEL36TEL36－11521152問い合わせ　健康増進課　TEL36－1152

健康まつりでは、「こども写真コンテスト」を企画し、開催することに
なりました。こどもたちの笑った顔、泣いた顔、がんばった顔、などなど、
すてきな写真をお待ちしております。なお、こども写真コンテストの対象
は市民で小学校6年生以下のお子さんが写っていることが条件です。

開催日時 2月4日（日） 午前9時30分から午後1時まで
開催場所 富山ふれあいスポーツセンター
応募方法 三芳分庁健康増進課または各支所地域福祉課に応募用紙がありますので、応募者氏名、住所、写真のテー

マなど必要事項を記入の上、四ツ切りに拡大した写真と一緒に応募ください。
応募期限 1月26日（金）必着
発　　表 健康まつりのこども写真コンテスト展示会場にある写真から、すてきだと思う写真を１点選んでもらい、

当日投票していただきます。なお、優秀作品の発表は、後日、「広報みなみぼうそう」に掲載します。

ここどどもも写写真真ココンンテテスストト開開催催

～上手なお酒の付き合い方～

南房総市健康まつり南房総市健康まつり
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一
条
天
皇
の
御
代
と
言
い
ま
す
か
ら
、
千
年
以

上
も
大
昔
の
こ
と
で
す
が
、
安
房
国
に
、
天
地
の

ひ
っ
く
り
返
る
よ
う
な
暴
風
が
襲
い
ま
し
た
。

海
が
荒
れ
、
家
も
た
く
さ
ん
飛
ば
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
村
む
ら
の
人
た
ち
は
恐
れ
お
の
の
き
、
地

に
伏
し
て
暴
風
の
過
ぎ
去
る
の
を
待
つ
ば
か
り
で

し
た
。

や
が
て
暴
風
は
去
り
、
大
空
は
拭
っ
た
よ
う
に

晴
れ
渡
り
ま
し
た
。
す
る
と
、
そ
れ
ま
で
海
上
を

漂
っ
て
い
た
一
艘
の
小
舟
が
、
波
静
か
に
な
っ
た

あ
る
村
の
浜
辺
に
流
れ
つ
い
た
の
で
す
。
村
人
た

ち
が
恐
る
恐
る
近
寄
っ
て
み
ま
す
と
、
そ
の
小
舟

の
中
か
ら
七
色
の
光
が
さ
し
て
い
ま
し
た
。

何
事
だ
ろ
う
と
覗
き
込
み
ま
す
と
、
高
貴
な
方

の
正
装
と
言
わ
れ
る
束
帯
そ
く
た
い

を
ま
と
っ
た
二
尺
（
約

六
十
セ
ン
チ
）
あ
ま
り
の
、
三
体
の
神
像
が
乗
っ

て
い
た
の
で
す
。

そ
の
神
像
の
お
姿
は
、
誰
も
見
た
こ
と
が
な
い

ほ
ど
、
お
ご
そ
か
な
も
の
で
し
た
の
で
、
村
人
た

ち
は
畏
れ
敬
い
、
さ
っ
そ
く
三
体
の
神
像
に
、
そ

れ
ぞ
れ
社
や
し
ろ
を
造
営
し
、
村
の
鎮
守
と
し
ま
し
た
。

三
体
の
神
像
を

一
体
ず
つ
お
祀
り

し
た
社
は
今
も
残

っ
て
い
ま
す
。
岩

糸
の
貴
船
き
ぶ
ね

神
社
、

海
発
か
い
ほ
つ

の
子
安
こ
や
す

神
社
、

白
子
の
三
嶋
神
社

で
す
。

◇赤十字活動資金の協力について◇◇赤十字活動資金の協力について◇◇赤十字活動資金の協力について◇

南房総市

　　の民話

南房総市

　　の民話

～第９話～
生稲謹爾

「
三
体
の
御
神
像
」

10
大
ニ
ュ
ー
ス
・
民
話

順位 

1 新しい幕開け「南房総市」誕生（3月20日） 

初代市長誕生「南房総市」石井　裕市長初登庁（4月24日） 

国内最大規模の観光キャンペーン「ちばDC」※（平成19年2月～4月）誘致決定 
環境省選出　快水浴場百選に「和田浦海水浴場」（5月24日） 
丸山中学校が優良施設表彰として文教施設協会会長賞受賞（8月2日） 
　　　　　　千葉県教育功労者表彰受賞（11月1日） 
市内初　国の登録有形文化財（建造物）に須藤家住宅主屋（千倉地区）（6月） 
「南房総市教育の日」を制定　記念行事開催（11月18日） 
 4月12日集中豪雨・8月8日から9日台風7号、市を直撃多大なる被害発生 
 市内各地でイノシシの被害増大 

県内初7つの選挙区制で行われた市議会議員決まる（4月23日） 
初代議長　渡　　政久氏　副議長　庄司　眞敏氏就任（5月9日） 

「ひと・ゆめ・みらい　地域で創る魅力の郷　南房総」スタート！ 
 2

3

4
5

6

7
8
9
10

内　　　　　　　　　　　容 

※
ち
ば
Ｄ
Ｃ
…
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー

プ
６
社
と
千
葉
県
・
市
町

村
・
観
光
事
業
者
一
体
と

な
っ
て
行
う
国
内
最
大
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン

石井市長初登庁 

ちばDC 

和田浦海水浴場 

丸山中学校 

須藤家住宅主屋 

石井市長初登庁 

石井市長初登庁 

ちばDC 

和田浦海水浴場 

丸山中学校 

須藤家住宅主屋 

ちばDC 

石井市長初登庁 

ちばDC 

和田浦海水浴場 

丸山中学校 

須藤家住宅主屋 

和田浦海水浴場 

石井市長初登庁 

ちばDC 

和田浦海水浴場 

丸山中学校 

須藤家住宅主屋 

丸山中学校 

石井市長初登庁 

ちばDC 

和田浦海水浴場 

丸山中学校 

須藤家住宅主屋 須藤家住宅主屋 

平 成 18 年 

公民館「文化祭」開催　各公民館では下記のとおり、文化祭を開催します。皆さんのご来場をお待ちしています。 

1月14日（日） 和田公民館 TEL 47-2710

富浦公民館 
TEL 33-3411

富山公民館 
TEL 57-3590

1月21日（日） 

2月  4日（日） 

9：00～15：00

9：00～15：00

9：00～15：00

和田公民館 

とみうら元気 
倶楽部ほか 

富山公民館 

サークル活動展示、小・中学生作品展示 

サークル活動展示、小・中学生作品展示 

サークル活動展示、小・中学生作品展示 
芸能発表会 

日　　程 主　　催 時　　間 場　　所 内　　　　　　容 

※職員が選んだ10大ニュースです
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千倉地区中央の、太平洋を見下ろす高台に、忽戸幼稚園はあります。
園前方には、忽戸を象徴する魚

うお

見根
み ね

山がそびえ、自然の恩恵を受けながら「心豊かで、
たくましい子どもを育てる」教育目標のもと、保
育が進められています。
広い園庭は変化に富み、程良く設置された固

定遊具は、子どもたちの日々の活動の中でフル
に活用され、園から小学校にかけての魚見根山
道は全長450ｍのマラソンコースとして、子ど
もたちの体力作りに一役かっています。
園児数は18人と少ないものの子どもたち一人

ひとりの持っている思いが存分に発揮されるよ
う、春は花摘み、夏は磯遊び、秋は収穫祭、冬は山登りなど、地域
ならではの自然を生かした活動の場を多く取り入れています。また、
小学生や千倉地区4園との交流会にも積極的に参加し、多くの人たち
とかかわり合うことで刺激となり、仲間とともに活動する喜びも、
味わえるようになってきています。これからもいろいろな経験を通
して一人ひとりの子どもの声に耳を傾け、大切にしながら、元気に、
明るく、たくましく成長する姿を見守って行きたいと思っています。

恵まれた地域の自然に守られて
元気に、明るく、たくましく！

忽戸幼稚園
（千倉地区）
こっと

市内に15園ある幼稚園を毎月紹介します。

あまくておいしいヨ！－久保のみかん山－ 
 
 
魚見根山道をかける子どもたち 
 
ほーら　投げてみな！ドッヂボール 
 
うんていに挑戦だ！ 

あまくておいしいヨ！－久保のみかん山－ 

有
料
広
告

※
広
告
内
容
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
広
告
主

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

民間車検 
新車/中古車販売/ 
車検整備/修理板金 

千葉県市町村職員共済組合指定工場 
南房総市千倉町大川1300
TEL43－1201・FAX43－1502

市では、新たな財源確保や地域経済の活性化を図るため、広報紙面に掲載する有料広告を募集します。1年間を4半期に分け､3カ月
間を1クールとし､今回は、4月号から6月号に掲載する有料広告を募集します。
申込期限 1月31日（水）※多数の場合は、抽選とします。
申込方法 申込書に必要事項を記入し、直近１年分の納税証明書および掲載する版下（完全なデザイン化された原稿）を提出ください。

※版下作成は申込者にて作成願います（電子データ可）。
そ の 他 ・掲載料は、一括前納とします。 ・掲載できない内容があります。詳しくは問い合わせください。

・募集要綱および申込書は、市ホームページをご覧ください。
申込および問い合わせ 秘書広報課　TEL 33－1002 〒299－2492 南房総市富浦町青木28

規　　　格
縦45mm×横86mm(カラー)

掲載位置
最終面下部

枠数
４

『有料広告』を募集します！ 『有料広告』を募集します！ 『有料広告』を募集します！ 
4月号から6月号掲載分「広報みなみぼうそう」 
（毎月第2木曜日発行　17,000部） 

１クール60,000円（20,000円／月） 市外90,000円（30,000円／月）

あまくておいしいヨ！－久保のみかん山－ 
 
 
魚見根山道をかける子どもたち 
 
ほーら　投げてみな！ドッヂボール 
 
うんていに挑戦だ！ 

魚見根山道をかける子どもたち 

あまくておいしいヨ！－久保のみかん山－ 
 
 
魚見根山道をかける子どもたち 
 
ほーら　投げてみな！ドッヂボール 
 
うんていに挑戦だ！ 

ほーら　投げてみな！ドッヂボール 

あまくておいしいヨ！－久保のみかん山－ 
 
 
魚見根山道をかける子どもたち 
 
ほーら　投げてみな！ドッヂボール 
 
うんていに挑戦だ！うんていに挑戦だ！ うんていに挑戦だ！

まあるい柚子はそう訴え
ているようでした。
あまりの可愛らしさに皮
を削るのはしのびがたく、
まあるいままのお菓子
「福柚子」にしました。
お年賀・ご進物にどうぞ。


